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(57)【要約】
【課題】既存の光学コードとの互換性を維持させつつも
、所定の条件で記録された情報とは異なる情報を記録可
能な光学コードの提供を目的とする。
【解決手段】明色を呈する複数の明色モジュール２ａと
、暗色を呈する複数の暗色モジュール２ｂのパターンに
よって、第一のデータを記録する光学コード１にあって
、明色モジュール２ａと暗色モジュール２ｂの少なくと
も一方を、所定波長の光の反射率が相違する第一のモジ
ュール２ｂａと第二のモジュール２ｂｂで構成し、前記
第一のモジュール２ｂａと前記第二のモジュール２ｂｂ
のパターンによって、第二のデータを記録するようにす
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　明色を呈する複数の明色モジュールと、暗色を呈する複数の暗色モジュールのパターン
によって、第一のデータを記録する光学コードであって、
　明色モジュールと暗色モジュールの少なくとも一方は、所定波長の光の反射率が相違す
る第一のモジュールと第二のモジュールを含み、
　前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパターンによって、第二のデータを記
録することを特徴とする光学コード。
【請求項２】
　前記所定波長の光は不可視光であることを特徴とする請求項１に記載の光学コード。
【請求項３】
　前記所定波長の光は赤外光であることを特徴とする請求項２に記載の光学コード。
【請求項４】
　前記第一のモジュールと前記第二のモジュールは、可視光の反射特性が同等であること
を特徴とする請求項２又は請求項３に記載の光学コード。
【請求項５】
　暗色モジュールは、可視光及び前記所定波長の光の反射率の高い明色ベース層の表側に
形成されるものであり、
　前記第一のモジュール及び前記第二のモジュールは、暗色モジュールに含まれており、
　前記第一のモジュールの形成部位には、前記明色ベース層の表側に、前記所定波長の光
を透過し、かつ暗色を呈する第一の暗色層が形成されており、
　前記第二のモジュールの形成部位には、前記明色ベース層の表側に、前記所定波長の光
を吸収し、かつ暗色を呈する第二の暗色層が形成されており、
　前記第一のモジュールは、前記第二のモジュールに比べて前記所定波長の光の反射率が
高いことを特徴とする請求項２乃至請求項４のいずれか１項に記載の光学コード。
【請求項６】
　前記所定波長の光は赤外光であり、
　前記第一の暗色層は、前記所定波長の光を透過する赤外光透過層によって形成され、
　前記第二の暗色層は、少なくとも、前記所定波長の光を吸収する赤外光吸収層によって
形成されていることを特徴とする請求項５に記載の光学コード。
【請求項７】
　暗色モジュールは、可視光及び前記所定波長の光の反射率の高い明色ベース層の表側に
形成されるものであり、
　前記第一のモジュール及び前記第二のモジュールは、暗色モジュールに含まれており、
　前記第一のモジュールの形成部位には、前記明色ベース層の表側に、前記所定波長の光
を部分的に透過し、かつ暗色を呈する第一の暗色層が形成されており、
　前記第二のモジュールの形成部位には、前記明色ベース層の表側に、前記所定波長の光
を吸収し、かつ暗色を呈する第二の暗色層が形成されており、
　前記第一のモジュールは、前記第二のモジュールに比べて前記所定波長の光の反射率が
高く、前記明色モジュールに比べて前記所定波長の光の反射率が低いことを特徴とする請
求項２乃至請求項４のいずれか１項に記載の光学コード。
【請求項８】
　明色モジュールは白色であり、暗色モジュールは黒色であることを特徴とする請求項２
乃至請求項７のいずれか１項に記載の光学コード。
【請求項９】
　前記所定波長の光は、可視光であることを特徴とする請求項１に記載の光学コード。
【請求項１０】
　明色モジュールからなる明色平行バーと、暗色モジュールからなる暗色平行バーとを読
取方向に一列に配列してなるバーコードであることを特徴とする請求項１乃至請求項９の
いずれか１項に記載の光学コード。
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【請求項１１】
　前記第一のモジュールと前記第二のモジュールは、暗色モジュールに含まれており、
　前記所定波長の光の反射率が高く、かつ明色を呈する余白部を両側に備え、
　両端に設けられる暗色平行バーは、前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのう
ち、前記所定波長の可視光の反射率が低い方のモジュールからなることを特徴とする請求
項１０に記載の光学コード。
【請求項１２】
　明色平行バー及び暗色平行バーの配列は、読取方向に沿って二列に配置されたモジュー
ル列からなり、
　各モジュール列には、前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパターンによっ
て相異なる前記第二のデータが記録されるとともに、明色モジュールと暗色モジュールの
パターンが固定された部分に、前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパターン
によって、二列のモジュール列を相互に区別するための識別パターンが記録されているこ
とを特徴とする請求項１０又は請求項１１に記載の光学コード。
【請求項１３】
　前記明色平行バーと前記暗色平行バーとからなるバーコード本体と、該バーコード本体
の下方に付された、前記第一のデータを示す目視可能数字とを備えてなるバーコードであ
り、前記目視可能数字を構成する数字は、前記所定波長の光の反射率が相違する第一の数
字と第二の数字とを含み、
　前記第一の数字と前記第二の数字のパターンによって、第三のデータを記録することを
特徴とする請求項１０乃至請求項１２のいずれか１項に記載の光学コード。
【請求項１４】
　商品、商品包装、及び商品タグの少なくともいずれかに付される光学コードであって、
　前記第二のデータは、商品管理に用いられる情報と、該情報の種類を示す識別情報とを
含むことを特徴とする請求項１乃至請求項１３のいずれか１項に記載の光学コード。
【請求項１５】
　請求項１乃至請求項１４のいずれか１項に記載の光学コードの作成方法であって、
　前記第一のデータを記録する明色モジュールと暗色モジュールのパターンを決定する第
一のステップと、
　前記第二のデータを記録する前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパターン
を決定する第二のステップと、
　該第二のステップで決定した前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパターン
に対して、所定のマスクパターンでマスク処理を行って、前記第一のモジュールと前記第
二のモジュールのパターンの一部を反転させる第三のステップと
を含むことを特徴とする光学コードの作成方法。
【請求項１６】
　請求項２乃至請求項６のいずれか１項に記載の光学コードの読取方法であって、
　可視光で前記光学コードを撮像する可視光撮像ステップと、
　前記所定波長の光で前記光学コードを撮像する不可視光撮像ステップと、
　可視光撮像ステップで撮像した画像に基づいて、前記光学コードに含まれる少なくとも
一部のモジュールについて、明色モジュールと暗色モジュールのいずれであるかを識別す
る可視光識別ステップと、
　不可視光撮像ステップで撮像した画像に基づいて、前記光学コードに含まれる少なくと
も一部のモジュールについて、前記所定波長の光の反射率の高いモジュールと低いモジュ
ールのいずれであるかを識別する不可視光識別ステップと、
　可視光識別ステップと不可視光識別ステップの結果に基づいて、少なくとも一部のモジ
ュールについて、前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのいずれであるかを識別
する不可視光モジュール識別ステップと、
　可視光撮像ステップの結果に基づいて、第一のデータを復号する第一復号ステップと、
　不可視光モジュール識別ステップの結果に基づいて、第二のデータを復号する第二復号
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ステップと
を含むことを特徴とする光学コードの読取方法。
【請求項１７】
　請求項９に記載の光学コードの読取方法であって、
　可視光で前記光学コードを撮像する可視光撮像ステップと、
　可視光撮像ステップで撮像した画像に基づいて、前記光学コードに含まれる少なくとも
一部のモジュールについて、明色モジュールと暗色モジュールのいずれであるかを識別す
る第一の識別ステップと、
　可視光撮像ステップで撮像した画像に基づいて、前記所定波長の光の強度の頻度分布を
測定し、当該頻度分布に基づいて前記所定波長の光の強度の閾値を決定し、当該閾値に基
づいて、可視光撮像ステップで撮像した画像に含まれる前記第一のモジュールと、前記第
二のモジュールを識別する第二の識別ステップと
を含むことを特徴とする光学コードの読取方法。
【請求項１８】
　明色を呈する複数の明色モジュールからなる明色平行バーと、暗色を呈する複数の暗色
モジュールからなる暗色平行バーとを読取方向に一列に配列してなり、明色モジュールと
暗色モジュールのパターンによって第一のデータを記録するとともに、暗色モジュールが
、所定波長の不可視光の反射率が相違する第一のモジュールと第二のモジュールを含み、
前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパターンによって第二のデータを記録す
るバーコードの読取装置であって、
　可視光及び前記所定波長の不可視光を照射可能な照射部と、
　前記照射部が前記バーコードに照射した光が反射してなす反射光を撮像可能な撮像部と
、
　前記撮像部の撮像領域の一部領域で反射する光について、可視光を遮断し、前記所定波
長の不可視光を透過させた後に、前記撮像部に受光させ、かつ、前記撮像領域の前記一部
領域以外を反射する光について、可視光を遮断せずに前記撮像部に受光させるよう配設さ
れた不可視光部分フィルタと
を備え、
　前記撮像部は、
前記可視光が、前記撮像領域の前記一部領域以外で反射してなす反射光から得られるモジ
ュールのパターンに基づいて、前記第一のデータを読み取り可能な可視光記録データ読取
部と、
前記所定波長の不可視光が、前記撮像領域の前記一部領域で反射してなす反射光から得ら
れるモジュールのパターンに基づいて、前記第二のデータを読み取り可能な不可視光記録
データ読取部とを備えることを特徴とするバーコードの読取装置。
【請求項１９】
　明色を呈する複数の明色モジュールからなる明色平行バーと、暗色を呈する複数の暗色
モジュールからなる暗色平行バーとを読取方向に一列に配列してなり、明色モジュールと
暗色モジュールのパターンによって第一のデータを記録するとともに、暗色モジュールが
、所定波長の不可視光の反射率が相違する第一のモジュールと第二のモジュールを含み、
前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパターンによって第二のデータを記録す
るバーコードの読取装置であって、
　可視光及び前記所定波長の不可視光を照射可能な照射部と、
　前記照射部が前記光学コードに照射した光が反射してなす反射光を撮像可能な撮像部と
、
を備え、
　前記照射部は、前記撮像部の撮像領域の一部領域に対して、可視光を照射せず、前記所
定波長の不可視光を照射し、前記撮像領域の前記一部領域以外に可視光を照射するもので
あり、
　前記撮像部は、



(5) JP 2017-117455 A 2017.6.29

10

20

30

40

50

前記可視光が、前記撮像領域の前記一部領域以外で反射してなす反射光から得られるモジ
ュールのパターンに基づいて、前記第一のデータを読み取り可能な可視光記録データ読取
部と、
前記所定波長の不可視光が、前記撮像領域の前記一部領域で反射してなす反射光から得ら
れるモジュールのパターンに基づいて、前記第二のデータを読み取り可能な不可視光記録
データ読取部とを備えることを特徴とするバーコードの読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　光学コードは、一般的にモジュールの明暗パターンによって情報を記録するものであり
、モジュールを横方向にのみ配列するバーコード（一次元コード）と、モジュールを縦横
にマトリクス状に配列する二次元コードに大別される。バーコードと二次元コードには、
複数種類の規格が存在しており、各業界の用途に応じた規格の光学コードが採用されて、
長年にわたって使用されている。例えば、現在、一般消費者向けに販売されている商品包
装には、バーコードの一種であるＥＡＮ／ＪＡＮシンボルが印刷されており、販売時に商
品包装に付されたＥＡＮ／ＪＡＮシンボルをＰＯＳレジスターに読み取らせると、ＰＯＳ
レジスターが、ＥＡＮ／ＪＡＮシンボルに記録された共通商品コードを販売価格に変換す
るよう構成されている。また、特許文献１には、明暗パターンに加えてデザイン、色を組
み合わせた二次元コードが公開されている。また、一般的なＥＡＮ／ＪＡＮシンボルは、
共通商品コードを記録するだけの容量しか有しておらず、ＥＡＮ／ＪＡＮシンボルに記録
可能な容量では十分ではなかったため、ＥＡＮ／ＪＡＮシンボルよりも記録容量が多い二
次元コードが特許文献２には記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００２】
【特許文献１】特許第４３７４３３１号
【特許文献２】特許第２９３８３３８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来の光学コードは、二次元コードによって、記録可能な情報量は増加
したものの、記録された情報とは異なる情報を記録させることはできなかった。それは、
様々な色を使って作成された二次元コードも同じで、二次元コード内に記録される情報は
、色を変えても通常の二次元コードと同じ情報量の情報が記録されている。
【０００４】
　本発明は、かかる問題の解決を試みて為されたものであり、既存の光学コードとの互換
性を維持させつつも、所定の条件で記録された情報とは異なる情報を記録可能な光学コー
ドの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、明色を呈する複数の明色モジュールと、暗色を呈する複数の暗色モジュール
のパターンによって、第一のデータを記録する光学コードであって、明色モジュールと暗
色モジュールの少なくとも一方は、所定波長の光の反射率が相違する第一のモジュールと
第二のモジュールを含み、前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパターンによ
って、第二のデータを記録することを特徴とする光学コードである。
【０００６】
　本発明の光学コードは、既存の規格に則って明色モジュールと暗色モジュールのパター
ンによって第一のデータを記録すれば、当該既存の規格の光学コード用の読取装置によっ
て、第一のデータを読取可能となり、既存の規格の光学コードとの互換性を確保すること
ができる。一方で、本発明の光学コードは、所定波長の光の反射率を測定することにより
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、第一のモジュールと第二のモジュールを特定すれば、第二のデータを読み取ることがで
きるため、本発明によれば、既存の規格の光学コードに記録できない情報を、既存規格の
光学コードとの互換性を維持したまま記録可能となる。
【０００７】
　本発明にあっては、前記所定波長の光は不可視光である構成が提案される。一般的なコ
ピー機では、各モジュールの不可視光の反射率を考慮せず、可視光の反射特性（色）のみ
を再現するため、かかる構成にあっては、光学コードをコピー機で複写した複写物で、第
一のモジュールと第二のモジュールのパターンは複写されず、第二のデータは失われる。
このように、かかる構成によれば、第二のデータが正しく記録されているか否かを識別す
ることで、オリジナルの光学コードと複写物とを判別可能となるため、光学コードの複写
による悪用を防止できる。なお、「所定波長の不可視光」としては、紫外光や赤外光が挙
げられるが、「所定波長の不可視光」は、赤外光であることが好ましい。赤外光の方が、
紫外光に比べて軽量でコンパクトな照射装置を低廉に製造可能なためである。
【０００８】
　また、本発明にあっては、前記第一のモジュールと前記第二のモジュールは、可視光の
反射特性が同等であることが好ましい。かかる構成では、第一のモジュールと第二のモジ
ュールを可視光イメージセンサで識別困難となるため、第二のデータの秘匿性を高めるこ
とができ、また、光学コードの複製も困難となるためである。
【０００９】
　さらに、本発明にあって、暗色モジュールは、可視光及び前記所定波長の光の反射率の
高い明色ベース層の表側に形成されるものであり、前記第一のモジュール及び前記第二の
モジュールは、暗色モジュールに含まれており、前記第一のモジュールの形成部位には、
前記明色ベース層の表側に、前記所定波長の光を透過し、かつ暗色を呈する第一の暗色層
が形成されており、前記第二のモジュールの形成部位には、前記明色ベース層の表側に、
前記所定波長の光を吸収し、かつ暗色を呈する第二の暗色層が形成されており、前記第一
のモジュールは、前記第二のモジュールに比べて前記所定波長の光の反射率が高い構成が
提案される。
【００１０】
　また、上記構成にあっては、前記所定波長の光は赤外光であり、前記第一の暗色層は、
前記所定波長の光を透過する赤外光透過層によって形成され、前記第二の暗色層は、少な
くとも、前記所定波長の光を吸収する赤外光吸収層によって形成されていることが提案さ
れる。かかる光学コードは、低廉に作成可能である。具体的には、一般的な白色系の紙基
材は可視光及び赤外光を反射するため、白色系の紙基材を明色ベース層として、該紙基材
の表側に赤外光透過インキと、赤外光吸収インキで第一の暗色層と第二の暗色層を印刷形
成することで容易に作成することができ、また、汎用の染料インキの多くは赤外光透過イ
ンキであり、汎用の顔料インキの多くは赤外光吸収インキであるため、明色ベース層、第
一の暗色層、第二の暗色層の全てを低廉な材料で実現できる。
【００１１】
　また、本発明にあっては、暗色モジュールは、可視光及び前記所定波長の光の反射率の
高い明色ベース層の表側に形成されるものであり、前記第一のモジュール及び前記第二の
モジュールは、暗色モジュールに含まれており、前記第一のモジュールの形成部位には、
前記明色ベース層の表側に、前記所定波長の光を部分的に透過し、かつ暗色を呈する第一
の暗色層が形成されており、前記第二のモジュールの形成部位には、前記明色ベース層の
表側に、前記所定波長の光を吸収し、かつ暗色を呈する第二の暗色層が形成されており、
前記第一のモジュールは、前記第二のモジュールに比べて前記所定波長の光の反射率が高
く、前記明色モジュールに比べて前記所定波長の光の反射率が低い構成が提案される。か
かる構成にあっては、所定波長の光の反射率によって、明色モジュールと、第一のモジュ
ールと、第二のモジュールとを識別できるため、各モジュールについて所定波長の光の反
射率を測定すれば、可視光の反射率を測定することなく、第一のデータと第二のデータの
読取りを行うことができる。
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【００１２】
　また、本発明にあっては、明色モジュールは白色であり、暗色モジュールは黒色である
ことが提案される。かかる構成とすれば、肉眼では既存一般の光学コード同様の外観とな
るため、消費者等に違和感なく受け入れてもらうことが可能となる。
【００１３】
　また、本発明にあっては、前記所定波長の光は、可視光である構成が提案される。かか
る構成では、第一のモジュールと第二のモジュールが異なる色となり、可視光イメージセ
ンサによって、第一のモジュールと第二のモジュールを識別可能となるため、専用ソフト
ウェアをインストールしたスマートフォン等を、第一のデータ及び第二のデータを読取可
能な読取装置として使用可能となる。
【００１４】
　また、本発明にあっては、明色モジュールからなる明色平行バーと、暗色モジュールか
らなる暗色平行バーとを読取方向に一列に配列してなるバーコードであることが提案され
る。上述のように、バーコード（一次元バーコード）は、二次元コードに比べて記録容量
が制限されているため、本発明をバーコードに適用すれば、記録容量を大幅に増やすこと
ができるためである。
【００１５】
　また、上記構成にあっては、前記第一のモジュールと前記第二のモジュールは、暗色モ
ジュールに含まれており、前記所定波長の光の反射率が高く、かつ明色を呈する余白部を
両側に備え、両端に設けられる暗色平行バーは、前記第一のモジュールと前記第二のモジ
ュールのうち、前記所定波長の可視光の反射率が低い方のモジュールからなる構成が提案
される。かかる構成にあっては、所定波長の光の反射率を測定した際に、当該反射率の差
によってバーコードの両端を明確に識別できるため、第一のモジュールと第二のモジュー
ルの読取りの正確性を向上させることができる。
【００１６】
　また、上記構成にあっては、明色平行バー及び暗色平行バーの配列は、読取方向に沿っ
て二列に配置されたモジュール列からなり、各モジュール列には、前記第一のモジュール
と前記第二のモジュールのパターンによって相異なる前記第二のデータが記録されるとと
もに、明色モジュールと暗色モジュールのパターンが固定された部分に、前記第一のモジ
ュールと前記第二のモジュールのパターンによって、二列のモジュール列を相互に区別す
るための識別パターンが記録されていることが提案される。
【００１７】
　かかる構成とすれば、第二のデータの記録容量を拡張できる。また、各列のモジュール
列には、相互に区別するための識別パターンが記録されているため、各列のモジュール列
に記録された第二のデータを正確に読み取ることができるという利点もある。
【００１８】
　また、本発明にあっては、前記明色平行バーと前記暗色平行バーとからなるバーコード
本体と、該バーコード本体の下方に付された、前記第一のデータを示す目視可能数字とを
備えてなるバーコードであり、前記目視可能数字を構成する数字は、前記所定波長の光の
反射率が相違する第一の数字と第二の数字とを含み、前記第一の数字と前記第二の数字の
パターンによって、第三のデータを記録する構成が提案される。かかる構成とすれば、既
存の規格のバーコードとの互換性を保ちつつ、バーコードの記録容量を一層増加させるこ
とができる。
【００１９】
　また、本発明にあっては、商品、商品包装、及び商品タグの少なくともいずれかに付さ
れる光学コードであって、前記第二のデータは、商品管理に用いられる情報と、該情報の
種類を示す識別情報とを含む構成が提案される。かかる構成とすれば、商品の特性に応じ
た種類の情報を、第二のデータとして選択的に記録させることができるため、商品管理に
用いる光学コードの利便性を向上させることができる。
【００２０】
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　本発明の光学コードの作成方法として、前記第一のデータを記録する明色モジュールと
暗色モジュールのパターンを決定する第一のステップと、　前記第二のデータを記録する
前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパターンを決定する第二のステップと、
該第二のステップで決定した前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパターンに
対して、所定のマスクパターンでマスク処理を行って、前記第一のモジュールと前記第二
のモジュールのパターンの一部を反転させる第三のステップとを含む方法が提案される。
かかる作成方法によれば、第一のモジュールと第二のモジュールのパターンの一部をマス
ク処理によって反転させることで、第一のモジュールと第二のモジュールの偏在を解消可
能となるため、第一のモジュールと第二のモジュールをより正確に読み取ることが可能と
なる。また、マスク処理を行ったマスクパターンを限られた対象者にのみ公開すれば、第
二のデータを秘匿化することも可能となる。
【００２１】
　本発明の光学コードにあって、前記所定波長の光が不可視光である構成に対しては、可
視光で前記光学コードを撮像する可視光撮像ステップと、前記所定波長の光で前記光学コ
ードを撮像する不可視光撮像ステップと、可視光撮像ステップで撮像した画像に基づいて
、前記光学コードに含まれる少なくとも一部のモジュールについて、明色モジュールと暗
色モジュールのいずれであるかを識別する可視光識別ステップと、不可視光撮像ステップ
で撮像した画像に基づいて、前記光学コードに含まれる少なくとも一部のモジュールにつ
いて、前記所定波長の光の反射率の高いモジュールと低いモジュールのいずれであるかを
識別する不可視光識別ステップと、可視光識別ステップと不可視光識別ステップの結果に
基づいて、少なくとも一部のモジュールについて、前記第一のモジュールと前記第二のモ
ジュールのいずれであるかを識別する不可視光モジュール識別ステップと、可視光撮像ス
テップの結果に基づいて、第一のデータを復号する第一復号ステップと、不可視光モジュ
ール識別ステップの結果に基づいて、第二のデータを復号する第二復号ステップとを含む
読取方法が提案される。かかる読取方法によれば、本発明に係る光学コードを容易に読み
取り可能となる。
【００２２】
　本発明の光学コードにあって、前記所定波長の光が可視光である構成に対しては、可視
光で前記光学コードを撮像する可視光撮像ステップと、可視光撮像ステップで撮像した画
像に基づいて、前記光学コードに含まれる少なくとも一部のモジュールについて、明色モ
ジュールと暗色モジュールのいずれであるかを識別する第一の識別ステップと、可視光撮
像ステップで撮像した画像に基づいて、前記所定波長の光の強度の頻度分布を測定し、当
該頻度分布に基づいて前記所定波長の光の強度の閾値を決定し、当該閾値に基づいて、可
視光撮像ステップで撮像した画像に含まれる前記第一のモジュールと、前記第二のモジュ
ールを識別する第二の識別ステップとを含むことを特徴とする光学コードの読取方法が提
案される。かかる読取方法によれば、一度の撮像で第一のモジュールと第二のモジュール
を正確に識別可能となる。
【００２３】
　また、本発明の別の態様として、明色を呈する複数の明色モジュールからなる明色平行
バーと、暗色を呈する複数の暗色モジュールからなる暗色平行バーとを読取方向に一列に
配列してなり、明色モジュールと暗色モジュールのパターンによって第一のデータを記録
するとともに、暗色モジュールが、所定波長の不可視光の反射率が相違する第一のモジュ
ールと第二のモジュールを含み、前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパター
ンによって第二のデータを記録するバーコードの読取装置であって、可視光及び前記所定
波長の不可視光を照射可能な照射部と、前記照射部が前記バーコードに照射した光が反射
してなす反射光を撮像可能な撮像部と、前記撮像部の撮像領域の一部領域で反射する光に
ついて、可視光を遮断し、前記所定波長の不可視光を透過させた後に、前記撮像部に受光
させ、かつ、前記撮像領域の前記一部領域以外を反射する光について、可視光を遮断せず
に前記撮像部に受光させるよう配設された不可視光部分フィルタとを備え、前記撮像部は
、前記可視光が、前記撮像領域の前記一部領域以外で反射してなす反射光から得られるモ
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ジュールのパターンに基づいて、前記第一のデータを読み取り可能な可視光記録データ読
取部と、前記所定波長の不可視光が、前記撮像領域の前記一部領域で反射してなす反射光
から得られるモジュールのパターンに基づいて、前記第二のデータを読み取り可能な不可
視光記録データ読取部とを備えることを特徴とするバーコードの読取装置が提案される。
かかる読取装置によれば、バーコードに記録された第一のデータ及び第二のデータを、一
枚の画像を撮像するだけで復号可能となる。
【００２４】
　また、本発明の別の態様として、明色を呈する複数の明色モジュールからなる明色平行
バーと、暗色を呈する複数の暗色モジュールからなる暗色平行バーとを読取方向に一列に
配列してなり、明色モジュールと暗色モジュールのパターンによって第一のデータを記録
するとともに、暗色モジュールが、所定波長の不可視光の反射率が相違する第一のモジュ
ールと第二のモジュールを含み、前記第一のモジュールと前記第二のモジュールのパター
ンによって第二のデータを記録するバーコードの読取装置であって、可視光及び前記所定
波長の不可視光を照射可能な照射部と、前記照射部が前記光学コードに照射した光が反射
してなす反射光を撮像可能な撮像部と、を備え、前記照射部は、前記撮像部の撮像領域の
一部領域に対して、可視光を照射せず、前記所定波長の不可視光を照射し、前記撮像領域
の前記一部領域以外に可視光を照射するものであり、前記撮像部は、前記可視光が、前記
撮像領域の前記一部領域以外で反射してなす反射光から得られるモジュールのパターンに
基づいて、前記第一のデータを読み取り可能な可視光記録データ読取部と、前記所定波長
の不可視光が、前記撮像領域の前記一部領域で反射してなす反射光から得られるモジュー
ルのパターンに基づいて、前記第二のデータを読み取り可能な不可視光記録データ読取部
とを備えることを特徴とするバーコードの読取装置が提案される。かかる読取装置によれ
ば、バーコードに記録された第一のデータ及び第二のデータを、一枚の画像を撮像するだ
けで復号可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】（ａ）は実施例１の光学コード１であり、（ｂ）は実施例１の光学コード１の各
領域を機能別に模様分けして示す説明図である。
【図２】赤外光反射暗色モジュール２ｂａと赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂを区別して
示す、実施例１の光学コード１の説明図である。
【図３】各モジュールの特性を示す説明図である。
【図４】実施例３に係る各モジュールの特性を示す図表である。
【図５】第一赤外光反射暗色モジュール２ｂａａと、第二赤外光反射暗色モジュール２ｂ
ａｂと、赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂとを区別して示す、実施例３の光学コード１ａ
の説明図である。
【図６】（ａ）は実施例４の光学コード１ｂであり、（ｂ）は実施例４の光学コード１ｂ
の左上部拡大図である。
【図７】赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと、赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂを区別し
て示す、実施例４の光学コード１ｂの説明図である。
【図８】実施例８の光学コードに係る各モジュールの特性を示す説明図である。
【図９】（ａ）は、実施例１０の専用読取装置による光学コード１ｂの撮像方法を示す説
明図であり、（ｂ）は実施例１０の専用読取装置で撮像した光学コード１ｂの画像２６を
示す説明図である。
【図１０】（ａ）は、実施例１１の専用読取装置による光学コード１ｂの撮像方法を示す
説明図であり、（ｂ）は実施例１１の専用読取装置で撮像した光学コード１ｂの画像２６
を示す説明図である。
【図１１】赤外光反射暗色モジュールと、赤外光吸収暗色モジュールとを区別して示す、
実施例１２の光学コード１ｃの説明図である。
【図１２】実施例１３の読取補助装置３９とスマートフォンＰの斜視図である。
【図１３】実施例１３の読取補助装置３９の内部構造を、筐体４０を縦断して示す説明図
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である。
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００２６】
　本実施例の光学コード１は、薬剤の包装箱に付される商品管理用の光学コードである。
かかる光学コード１は、可視光で読み取る場合に二次元コードの中で最も普及しているＱ
Ｒコード（登録商標）と互換性を有するものであり、その基本構造は、ＱＲコードに準拠
したものとなっている。具体的には、図１（ａ）に示すように、本実施例の光学コード１
は、正方形のモジュール２を、縦横に２１個ずつマトリクス状に配置してなるものである
。モジュール２は、可視光の反射率が高くなるように明色（白色）で配色された明色モジ
ュール２ａと、可視光の反射率が低くなるように暗色（黒色）で配色された暗色モジュー
ル２ｂとからなり、明色モジュール２ａと暗色モジュール２ｂのパターンによってデータ
を記録している。また、図１（ｂ）に示すように、光学コード１は、ＱＲコードと同様に
、機能パターン（固定領域）３と符号化領域４とによって構成される。機能パターン３は
、ＱＲコードにあって明色モジュール２ａと暗色モジュール２ｂの位置が予め定められて
いる領域であり、光学コード１の光学的読取りを補助する位置検出パターン５、分離パタ
ーン６、タイミングパターン７などによって構成される。符号化領域４は、明色モジュー
ル２ａと暗色モジュール２ｂのパターンによってデータを記録する領域であり、データコ
ード語及び誤り訂正コード語が記録されるデータコード領域８と、形式情報を示すコード
が配置される形式情報コード領域９とによって構成される。こうした構成は、基本的に、
ＱＲコードのＪＩＳ規格（ＪＩＳ　Ｘ　０５１０：２００４）に準拠したものであるため
詳細な説明は省略する。
【００２７】
　本実施例の光学コード１の暗色モジュール２ｂは、１０００ｎｍの波長の赤外光（以下
では、実施例３を除いて、単に「赤外光」という。）の反射率の高い赤外光反射暗色モジ
ュール２ｂａと、赤外光の反射率の低い赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂとで構成される
。具体的には、図２において、白く表されたモジュールが明色モジュール２ａであり、「
×」でマークされたモジュールが赤外光反射暗色モジュール２ｂａであり、黒く表された
モジュールが赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂである。赤外光反射暗色モジュール２ｂａ
の赤外光の反射率は、７５％以上であることが好ましく、赤外光吸収暗色モジュール２ｂ
ｂの赤外光の反射率は、２５％以下であることが好ましい。本実施例では、機能パターン
３を構成する暗色モジュール２ｂは、全て赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂで構成される
。そして、符号化領域４に含まれる暗色モジュール２ｂは、赤外光反射暗色モジュール２
ｂａと赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂで構成される。赤外光反射暗色モジュール２ｂａ
と赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂは、赤外光の反射特性を測定することで明確に識別可
能であるが、いずれも黒色を呈しており、可視光の反射特性が同等であるため、両モジュ
ールを識別するのは困難である。なお、明色モジュール２ａは、可視光と赤外光の反射率
の高いモジュールのみによって構成される。すなわち、本実施例の光学コード１の各モジ
ュール２は、可視光の反射率（明度）を測定することで、可視光の反射率の高い明色モジ
ュール２ａと、可視光の反射率の低い暗色モジュール２ｂとを識別できる。そして、赤外
光の反射率を測定することで、赤外光の反射率の低い赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂと
、赤外光の反射率の高いその他のモジュール（明色モジュール２ａ及び赤外光反射暗色モ
ジュール２ｂａ）とを識別できる。
【００２８】
　本実施例の光学コード１は、包装箱を構成する白色の紙基材１０の表面に、印刷により
黒色インキ１１ａ，１１ｂの層を形成することにより作成される。具体的には、図３（ａ
）に示すように、黒色インキ１１ａ，１１ｂの層を印刷せず、紙基材１０の表面が露出す
る部分が、可視光の反射率が高い明色モジュール２ａとなり、黒色インキ１１ａ，１１ｂ
の層が形成された部分が、可視光の反射率が低い暗色モジュール２ｂとなる。黒色インキ
１１ａ，１１ｂは、赤外光を透過する赤外光透過黒色インキ１１ａと、赤外光を吸収する
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赤外光吸収黒色インキ１１ｂの二種類が用いられる。紙基材１０は、可視光及び赤外光の
反射率が高いものであり、図３（ｂ）に示すように、赤外光透過黒色インキ１１ａの層（
本発明に係る第一の暗色層に相当）が形成された部分は、赤外光がインキ１１ａを透過し
て紙基材１０で反射するため赤外光反射暗色モジュール２ｂａとなる。一方、赤外光吸収
黒色インキ１１ｂの層の層（本発明に係る第二の暗色層に相当）が形成された部分は、赤
外光がインキ１１ｂに吸収されるため赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂとなる。なお、一
般的に、白色の紙基材は赤外光の反射率が高く、また、黒色染料インキは一般的に赤外光
を透過し、黒色顔料インキは一般的に赤外光を吸収するため、本実施例の光学コード１は
、一般的な材料で作成可能である。
【００２９】
　本実施例の光学コード１には、データを記録する領域が二種類設けられている。一つは
、符号化領域４における明色モジュール２ａと暗色モジュール２ｂのパターンによってデ
ータを記録する可視光記録領域である。もう一つは、符号化領域４における赤外光反射暗
色モジュール２ｂａと赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂのパターンによってデータを記録
する赤外光記録領域である。
【００３０】
　可視光記録領域には、商品管理に使用する商品情報が記録される。商品情報は、製造者
ＩＤ、商品識別コード、有効期限日、ロット番号、シリアル番号を含んでいる。なお、か
かる商品情報は、ＧＳ１識別コードの規格に則ったものである。また、商品情報に含まれ
る情報は、これらに限定されず、適宜変更可能である。可視光記録領域に記録される商品
情報は、ＱＲコードの規格にしたがって記録される。本実施例の光学コード１を、一般的
なＱＲコードの読取装置（スマートフォン等）で読み取ると、明色モジュール２ａは明色
のモジュールと識別され、暗色モジュール２ｂは暗色のモジュールと識別される。一般的
なＱＲコードの読取装置は、可視光の反射特性（明度）のみよって、各モジュール２の明
暗を識別するためである。このため、光学コード１の可視光記録領域記録された商品情報
は、一般的なＱＲコードの読取装置で読み取ることができる。このように、本実施例の光
学コード１は、可視光で読み取る場合には、ＱＲコードと互換性を有するものとなる。
【００３１】
　赤外光記録領域には、正規品であることを示す正規品識別コードが記録される。具体的
には、ＡＳＣＩＩコードで符号化した正規品識別コードを暗号化し、さらに、誤り訂正符
号を付与してなるバイナリデータが、符号化領域４における赤外光反射暗色モジュール２
ｂａと赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂのパターンによって記録される。このため、赤外
光記録領域に記録された正規品識別コードは、赤外光の反射率を測定可能であって、かつ
、暗号化された正規品識別コードを復号するための復号キーを記録した専用の読取装置で
なければ読み取ることができない。このように、赤外光記録領域は、特殊な読取装置を具
備したものだけが、記録情報を読取可能な秘匿領域としての性格を有している。
【００３２】
　本実施例の光学コード１をコピー機で複写する場合、コピー機に内蔵されたスキャナは
、赤外光反射特性を測定しないため、赤外光反射暗色モジュール２ｂａと赤外光吸収暗色
モジュール２ｂｂは、同じ「黒色（暗色）」として識別される。したがって、コピー機に
よって複写された複写物では、全ての暗色モジュール２ｂが、同じインキで黒色に印刷さ
れることとなる。一般的なコピー機には、黒色を赤外光透過インキ（多くは染料インキ）
で印刷するものと、赤外光吸収インキ（多くは顔料インキ）で印刷するものがあるが、い
ずれのコピー機で複写した場合であっても、複写した光学コードでは、複写元の光学コー
ド１に設けられた赤外光反射暗色モジュール２ｂａと赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂの
パターンが失われるため、赤外光記録領域に記録されたデータは失われる。したがって、
本実施例の光学コード１は、専用の読取装置を用いて赤外光記録領域に正規品識別コード
が記録されているか否かを判定することで、オリジナルの光学コード１と複写物を判別で
きる。
【００３３】
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　このように、本実施例の光学コード１は、赤外光反射暗色モジュール２ｂａと赤外光吸
収暗色モジュール２ｂｂのパターンによってデータを記録することで、明色モジュール２
ａと暗色モジュール２ｂのパターンによって記録するデータとは別に、一般のＱＲコード
の読取装置では読取困難であり、コピー機による複写が困難な、秘匿性の高いデータを記
録できるという利点がある。
【００３４】
　本実施例の光学コード１は、例えば、以下のステップからなる作成方法によって、容易
に作成できる。
（１）記録データの準備
　可視光記録領域に記録するデータ（商品情報）を用意する。
（２）ＱＲコード準拠データの作成
　ステップ（１）で準備した商品情報を記録するＱＲコードの情報を作成する。すなわち
、光学コード１における明色モジュール２ａと暗色モジュール２ｂのパターンを決定する
。かかるステップは、公知のＱＲコードの作成方法に則って実現できるため、詳細な説明
は省略する。
（３）赤外光記録領域の記録データの作成
　赤外光記録領域に記録するデータ（正規品識別コード）を用意する。具体的には、正規
品識別コードを符号化、暗号化し、誤り訂正符号を付加する。
（４）赤外光反射暗色モジュールと赤外光吸収暗色モジュールの決定
　ステップ（２）で決定した各暗色モジュール２ｂについて、赤外光反射暗色モジュール
２ｂａと、赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂのいずれであるかを決定する。具体的には、
ステップ（３）で用意したデータ（正規品識別コード）のバイナリデータの１ビットを、
符号化領域４の１つの暗色モジュール２ｂに記録させるようにして、記録させるビットが
「１」である場合は、当該暗色モジュール２ｂを赤外光反射暗色モジュール２ｂａと決定
し、記録させるビットが「０」である場合は、当該暗色モジュール２ｂを赤外光吸収暗色
モジュール２ｂｂと決定する。かかるステップにより、全てのモジュール２のパターンが
決定される。なお、記録させるバイナリデータの各ビットを、符号化領域４のどの暗色モ
ジュール２ｂに記録させるかは、適宜決定可能である。例えば、符号化領域４の暗色モジ
ュール２ｂを、一番上の行の左端のものから順位付けして、最上位の暗色モジュール２ｂ
から順番に、前記バイナリデータを１ビットずつ記録させることが挙げられる。また、イ
ンターリーブを行い、一定数の暗色モジュール２ｂ毎にバイナリーデータを記録させるよ
うにしてもよい。
（５）印刷
　包装箱を構成する白色の紙基材１０に、黒色インキ１１ａ，１１ｂで光学コード１を印
刷する。具体的には、紙基材１０の表側に赤外光透過黒色インキ１１ａの層を形成するこ
とにより黒色の赤外光反射暗色モジュール２ｂａを印刷し、紙基材１０の表側に赤外光吸
収黒色インキ１１ｂの層を形成することにより黒色の赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂを
印刷する。明色モジュール２ａの部分は、インキ１１ａ，１１ｂを印刷せず、紙基材１０
の表面の白色で形成する。かかる印刷ステップは、版を用いて印刷してもよいし、プリン
タ（インクジェットプリンタやレーザープリンタ）を用いて印刷してもよい。
【００３５】
　本実施例の光学コード１の具体的な使用方法を説明する。
　本実施例の光学コード１は、上述のように薬剤の包装箱に印刷されるものであり、可視
光記録領域に商品情報が記録され、赤外光記録領域に正規品識別コードが記録される。一
般的に、薬剤は「製造者」→「卸売業者」→「医療機関」or「薬局」→「消費者」の順番
に流通する。本実施例の光学コード１を包装箱に印刷した薬剤は、製造者の出荷時、卸売
業者の入荷時及び出荷時、医療機関や薬局での入荷時、消費者への販売時などに、光学コ
ード１の可視光記録領域に記録された商品情報を読み取ることで、商品管理を行うことが
できる。可視光記録領域のデータは、一般的なＱＲコードの読取装置を使用して読み取る
ことが可能であるため、基本的な商品管理は、低廉な読取装置を使用して実現できる。
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【００３６】
　一方で、薬剤は、非正規品（偽造品）の流通が深刻な問題となっているため、商品の流
通過程において非正規品の混入防止が求められる。本実施例の光学コード１が包装箱に印
刷された薬剤は、正規品識別コードの有無に基づいて当該包装箱の光学コード１が複写物
であるか否かを判定することで、商品の正規品確認を行うことができる。
【００３７】
　本実施例の光学コード１は、商品管理に使用する商品情報を記録するものであるから、
商品情報の読取作業と同時に、正規品識別コードの有無によって光学コード１の真贋判定
を行うことで、商品の正規品確認作業を、商品確認作業と同時に行うことが可能となる。
例えば、以下に説明する専用読取装置を使用することで、本実施例の光学コード１に対し
て、商品情報の読取作業と商品の正規品確認作業を、一度の作業で実行可能となる。
【００３８】
　以下に、商品情報の読取作業と正規品確認作業を同時に実行可能な専用読取装置につい
て説明する。
　専用読取装置は、可視光及び赤外光を検知可能な撮像素子を備えた撮像部と、可視光を
遮断して赤外光を透過させる赤外光フィルタと、赤外光を遮断して可視光を透過する可視
光フィルタと、赤外光フィルタと可視光フィルタを光路に対して挿脱可能とする挿脱機構
と、赤外光と可視光を照射可能な照射部と、画像の撮像及びデータ処理を制御する制御部
と、各種情報を表示する表示部と、データを外部出力する通信部とを備えている。
【００３９】
　専用読取装置は、以下の手順によって、商品情報の読取作業と正規品確認作業を同時に
実行する。
（１）可視光撮像処理
　光学コード１の可視光の画像を撮像する。具体的には、赤外光フィルタを光路から外し
、可視光フィルタを光路に挿入した状態で光学コード１を撮像する。また、必要に応じて
、照射部によって光学コード１を可視光で照らす。
（２）赤外光撮像処理
　光学コード１の赤外光の画像を撮像する。具体的には、可視光フィルタを光路から外し
、赤外光フィルタを光路に挿入した状態で光学コード１を撮像する。また、必要に応じて
、照射部によって光学コード１を赤外光で照らす。
（３）可視光反射特性識別処理
　可視光撮像処理で撮像した画像に基づいて、光学コード１を構成する各モジュール２の
位置を特定し、各モジュール２が、明色モジュール２ａと暗色モジュール２ｂのいずれで
あるか識別する。かかるステップは、公知のＱＲコードの読取方法によって実現可能であ
る。
（４）商品情報読取処理
　符号化領域４の明色モジュール２ａと暗色モジュール２ｂのパターンに記録された商品
情報を読み取る。かかるステップは、公知のＱＲコードの読取方法によって実現可能であ
る。
（５）赤外光反射特性識別処理
　赤外光撮像処理で撮像した画像に基づいて、光学コード１を構成する各モジュール２の
位置を特定し、各モジュール２が、赤外光の反射率の高いモジュール（明色モジュール２
ａ及び赤外光反射暗色モジュール２ｂａ）と、赤外光の反射率の低いモジュール（赤外光
吸収暗色モジュール２ｂｂ）のいずれであるかを識別する。そして、可視光反射特性識別
処理の結果と組み合わせることにより、光学コード１の各モジュール２が、明色モジュー
ル２ａと、赤外光反射暗色モジュール２ｂａと、赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂのいず
れであるかを識別する。ここで、赤外光で撮像した画像から各モジュール２の位置の特定
を複数回試みて、特定不能であった場合には、そのまま、次の真贋判定処理に進む。なお
、赤外光反射特性識別処理では、赤外光で撮像した画像に含まれる機能パターン３に基づ
いて、画像内の各モジュール２の位置を特定する。赤外光で撮像した画像には、左上の位
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置検出パターン５は不完全であるものの、各モジュール２の位置を十分に特定可能な機能
パターン３が含まれているためである。
（６）赤外光記録領域読取処理
　符号化領域４の赤外光反射暗色モジュール２ｂａと赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂの
パターンに記録されたデータを読み取る。具体的には、誤り訂正符号を用いて誤りの検出
・訂正を行い、暗号化されたデータを復号する。
（７）真贋判定処理
　赤外光記録領域に記録されたデータを、専用読取装置に予め記録された正規品識別コー
ドと照合して、データが正規品識別コードと一致した場合には、当該光学コードが包装箱
に付された商品を正規品であると判定する。一方、赤外光記録領域に記録されたデータが
正規品識別コードと一致しない場合や、赤外光記録領域に記録されたデータが読取不能で
あった場合、また、商品情報読取処理において、商品情報の読取りに成功したが、赤外光
反射特性識別処理で、光学コード１を構成するモジュール２の切出しに失敗した場合は、
当該光学コードが包装箱に付された商品を非正規品であると判定する。
（８）結果出力処理
　商品情報読取処理で読み取った商品情報と真贋判定処理の判定結果を、表示部に表示す
るとともに、通信部を介して外部出力する。
【００４０】
　以上のように、薬剤の包装箱に付された本実施例の光学コード１は、一般的なＱＲコー
ドの読取装置によって商品情報を読取可能であるため、流通過程の各段階で、光学コード
１に記録された商品情報を低コストで読み取って商品管理を行うことができる。
【００４１】
　また、本実施例の光学コード１では、赤外光記録領域に正規品識別コードが記録されて
いるか否かを判定することによって、複写物を検出できるため、当該光学コード１の複写
物を包装箱に使用した非正規品の流通を適切に防止可能となる。
【００４２】
　ここで、商品情報の読取りは流通過程の各段階で、略全ての商品について必要となるが
、正規品確認作業は、流通過程の全ての段階で実施する必要はなく、また、抜き打ち検査
や、抜き取り検査によって一部の商品について実施するだけでも一定の効果が得られるた
め、正規品確認作業は、商品情報の読取りに比べて少ない頻度で実施すれば足りる。この
ように、本実施例の光学コード１は、複写物の判別に赤外光の反射率を測定可能な専用装
置が必要となるが、実施頻度は少なくて済むため、低コストで実現できる。
【００４３】
　特に、本実施例の光学コード１は、商品管理に用いる商品情報を記録しているため、薬
剤の流通過程において商品管理を行う際に、可視光記録領域に記録された商品情報の読取
りと同時に、赤外光記録領域に記録された正規品識別コードを確認することで、商品の正
規品確認作業を簡易に実行できるという利点がある。
【００４４】
　また、本実施例では、赤外光記録領域に正規品識別コードが記録されているか否かを判
定することによって、商品情報の内容を改ざんした偽造光学コードも検出できる。商品情
報の内容を改ざんするためには、明色モジュール２ａと暗色モジュール２ｂの位置を改変
しなければならないが、明色モジュール２ａと暗色モジュール２ｂの位置を改変した偽造
光学コードでは、暗色モジュール２ｂに記録された正規品識別コードが失われてしまうた
めである。したがって、本実施例の構成によれば、光学コード１の複写物や、光学コード
１のデータを改ざんした偽造光学コードの流通を適切に取り締まることが可能となる。
【００４５】
　また、本実施例の光学コード１は、機能パターン３の暗色モジュール２ｂが全て赤外光
吸収暗色モジュール２ｂｂであるため、赤外光で撮像した画像には、明色モジュール２ａ
と暗色モジュール２ｂが形成する機能パターン３が、そのまま写ることとなる。したがっ
て、本実施例によれば、赤外光で撮像した画像において、当該画像に含まれる機能パター
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ン３に基づいて各モジュール２の位置を容易に特定できるという利点がある。
【００４６】
　なお、本実施例では、真贋判定処理において、赤外光記録領域に正規品識別コードが記
録されている場合に、当該光学コード１を正規のものであると判定しているが、かかる判
定に替えて、符号化領域４の暗色モジュール２ｂが、赤外光反射暗色モジュール２ｂａと
赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂの二種類で構成されている場合は、当該光学コードを正
規のものであると判定するようにしてもよい。
【００４７】
　また、本実施例では、赤外光記録領域に真贋判定処理に用いる正規品識別コードのみを
記録しているが、赤外光記録領域に、その他の情報を記録するよう構成してもよい。
【実施例２】
【００４８】
　本実施例は、上記実施例１の構成を一部変更したものである。このため、実施例１と共
通する構成については説明を省略する。
【００４９】
　本実施例の光学コードは、赤外光記録領域に正規品識別コードでなく、商品のシリアル
コードを記録したことを特徴とする。商品のシリアルコードは、可視光記録領域の商品情
報にも含まれるため、本実施例の光学コードでは、可視光記録領域と赤外光記録領域に商
品のシリアルコードが重複して記録される。
【００５０】
　本実施例の光学コードは、可視光記録領域と赤外光記録領域に記録されたシリアルコー
ドを照合して、一致していた場合に正規の光学コードであると判定することができる。実
施例１と同様に、本実施例の光学コードをコピー機で複写した複写物では、赤外光反射暗
色モジュール２ｂａと赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂのパターンが失われて、赤外光記
録領域に記録されたデータが失われるためである。
【００５１】
　本実施例と実施例１を比較すると、本実施例の光学コードは、可視光記録領域のデータ
と、赤外光記録領域のデータとを照合することにより、光学コードの真贋を判定するため
、真贋判定を実行する装置に、照合用のデータ（実施例１に係る正規品識別コード）を記
録しなくてもよいという利点がある。また、赤外光記録領域に記録されるデータが、可視
光記録領域に記録される商品情報と密接に関連付けられているため、商品情報を改ざんし
た偽造光学コードの作成が一層困難となる。
【実施例３】
【００５２】
　本実施例は、上記実施例１の構成を一部変更したものである。このため、実施例１と共
通する構成については、図中で同一符号を付して、説明を省略する。
【００５３】
　本実施例の光学コード１ａは、実施例１（図２参照）と同様に、符号化領域４を構成す
る暗色モジュール２ｂが、赤外光反射暗色モジュール２ｂａと、赤外光吸収暗色モジュー
ル２ｂｂとで構成される。ここで、図４に示すように、本実施例では、赤外光反射暗色モ
ジュール２ｂａが、第一赤外光反射暗色モジュール２ｂａａと、第二赤外光反射暗色モジ
ュール２ｂａｂとで構成される。第一赤外光反射暗色モジュール２ｂａａは、可視光、及
び８８０ｎｍの赤外光の反射率が低く、１０００ｎｍの赤外光の反射率が高いものである
。第二赤外光反射暗色モジュール２ｂａｂは、可視光、及び８８０ｎｍの赤外光の反射率
が低く、１０００ｎｍの赤外光の反射率が高いものである。図５において、白く表示され
たもモジュールは、明色モジュール２ａであり、「×」でマークされたモジュールが第一
赤外光反射暗色モジュール２ｂａａであり、「○」でマークされたモジュールが第二赤外
光反射暗色モジュール２ｂａｂであり、黒く表示されたモジュールが赤外光吸収暗色モジ
ュール２ｂｂである。
【００５４】
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　本実施例の光学コード１ａは、データを記録する領域が二種類設けられている。一つは
、符号化領域４における明色モジュール２ａと暗色モジュール２ｂのパターンによってデ
ータを記録する可視光記録領域である。もう一つは、符号化領域４における第一赤外光反
射暗色モジュール２ｂａａと、第二赤外光反射暗色モジュール２ｂａｂと、赤外光吸収暗
色モジュール２ｂｂのパターンによってデータを記録する赤外光記録領域である。
【００５５】
　可視光記録領域には、実施例１と同様に、商品情報（製造者ＩＤ、商品識別コード、有
効期限日、ロット番号、シリアル番号）が記録される。可視光記録領域に記録された商品
情報は、実施例１と同様に、ＱＲコードの規格にしたがって記録されており、一般的なＱ
Ｒコードの読取装置で読取可能となっている。
【００５６】
　赤外光記録領域には、実施例１と同じ正規品識別コードが記録される。ここで、本実施
例では、ＡＳＣＩＩコードで符号化した正規品識別コードを暗号化し、さらに、誤り訂正
符号を付与してなるバイナリデータを作成し、３進数に変換する。そして、当該３進数の
データを、符号化領域４における第一赤外光反射暗色モジュール２ｂａａと、第二赤外光
反射暗色モジュール２ｂａｂと、赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂのパターンによって記
録する。このため、本実施例の赤外光記録領域に記録された正規品識別コードは、８８０
ｎｍと１０００ｎｍの赤外光の反射率を個別に測定可能であって、かつ、暗号化された正
規品識別コードを復号するための復号キーを記録した専用の読取装置でなければ読み取る
ことができない。このように、赤外光記録領域は、特殊な読取装置を具備したものだけが
、記録情報を読取可能な秘匿領域としての性格を有している。
【００５７】
　本実施例の光学コード１ａは、包装箱を構成する白色の紙基材１０の表面に３種類の黒
色インキで印刷を施すことにより作成される。具体的には、黒色インキを印刷せず、紙基
材１０の表面が露出する部分が、可視光の反射率が高い明色モジュール２ａとなり、黒色
インキが印刷された部分が、可視光の反射率が低い暗色モジュール２ｂとなる。黒色イン
キは、８８０ｎｍ赤外光を吸収し、１０００ｎｍの赤外光を透過する第一の赤外光透過黒
色インキと、８８０ｎｍの赤外光及び１０００ｎｍの赤外光を透過する第二の赤外光透過
黒色インキと、８８０ｎｍの赤外光、及び１０００ｎｍの赤外光を吸収する赤外光吸収黒
色インキの二種類が用いられる。すなわち、第一の赤外光透過黒色インキで印刷された部
分は、１０００ｎｍの赤外光のみがインキを透過して紙基材で反射するため第一赤外光反
射暗色モジュール２ｂａａとなる。また、第二の赤外光透過黒色インキで印刷された部分
は、８８０ｎｍの赤外光、及び１０００ｎｍの赤外光がインキを透過して紙基材で反射す
るため第二赤外光反射暗色モジュール２ｂａｂとなる。そして、赤外光吸収黒色インキで
印刷された部分は、８８０ｎｍの赤外光、及び１０００ｎｍの赤外光がインキに吸収され
るため赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂとなる。
【００５８】
　このように、本実施例の光学コード１ａは、赤外光の透過特性の相違する三種類のイン
キを使用して作成されるものであるため、実施例１の光学コードよりも、同構成の光学コ
ード１ａの偽造が一層困難である。したがって、本実施例の光学コード１ａを包装箱に付
した薬剤は、非正規品の流通を防止することができる。
【実施例４】
【００５９】
　本実施例の光学コード１ｂは、食品の包装箱に付される商品管理用の光学コードである
。かかる光学コード１ｂは、商品バーコードであるＥＡＮ／ＪＡＮシンボルと互換性を有
するものである。具体的には、図６（ａ），６（ｂ）に示すように、本実施例の光学コー
ド１ｂは、バーコード本体２０と、該バーコード本体２０の下方に表示される目視可能数
字２１とで構成される。バーコード本体２０は、白色を呈する明色平行バー１３ａと、黒
色を呈する暗色平行バー１３ｂとを読取方向に交互に配列してなるものである。明色平行
バー１３ａは、短冊状をなす白色の明色モジュール２ａを長手方向に１～４本並置してな
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るものである。暗色平行バー１３ｂは、短冊状をなす黒色の暗色モジュール２ｂを長手方
向に１～４本並置してなるものである。明色モジュール２ａ及び暗色モジュール２ｂは、
所定の単位幅を有しており、明色平行バー１３ａ及び暗色平行バー１３ｂは、当該単位幅
の１～４倍の幅を有している。
【００６０】
　図６（ａ）に示すように、バーコード本体２０は、中央と両端に配設される制御部１８
ａ，１８ｂ，１８ｃと、平行バー１３ａ，１３ｂの明暗パターンによってデータを記録す
るキャラクタ１６と、両端の制御部１８ａ，１８ｃのさらに外側に配設される一定幅の余
白部１７とで構成される。制御部１８ａ～１８ｃと余白部１７は、バーコード本体２０の
光学的読取りを補助するためのものである。左右の制御部１８ａ，１８ｃは、１本の明色
平行バー１３ａと２本の暗色平行バー１３ｂを交互に配置してなるものであり、中央の制
御部１８ｂは、３本の明色平行バー１３ａと２本の暗色平行バー１３ｂを交互に配設して
なるものである。また、余白部１７は、明色平行バー１３ａと同じ白色で形成される。キ
ャラクタ１６は、２本の明色平行バー１３ａと２本の暗色平行バー１３ｂとを交互に配置
してなるものであり、左端の制御部１８ａと中央の制御部１８ｂの間に６つ配設され、ま
た、中央の制御部１８ｂと右端の制御部１８ｃの間に６つ配設される。図６（ｂ）に示す
ように、１つのキャラクタ１６は、７本のモジュール２ａ，２ｂによって構成されており
、明色平行バー１３ａと暗色平行バー１３ｂの幅寸法によって、１～９の数字を表してい
る。また、左側の６つのキャラクタ１６は、奇数パリティと偶数パリティの配置によって
１～９の数字を表している。すなわち、かかるバーコード本体２０は、明色平行バー１３
ａと暗色平行バー１３ｂのパターンによって、１３桁の数字（１０進数）を記録可能とな
っている。バーコード本体２０に記録される１３桁の数字は、商品を特定するための１２
桁の商品コードと、１桁のチェックディジットである。商品コードは、事業者コードと商
品アイテムコードとで構成される。これらの構成は、基本的にＪＩＳ規格（ＪＩＳ　Ｘ　
０５０１：１９８５）に準拠しているため詳細な説明は省略する。
【００６１】
　目視可能数字２１は、明色平行バー１３ａと暗色平行バー１３ｂのパターンによって記
録される１３桁の数字を、目視可能な数字で表したものである。かかる目視可能数字２１
は、バーコード本体２０に記録された商品コードの読取りに失敗した場合に、作業者が商
品コードを手入力するためのものである。目視可能数字２１は、ＯＣＲ（光学文字認識）
で読み取り可能なフォント（ＯＣＲ－Ｂ等）で印刷されており、バーコード本体２０に替
えて、ＯＣＲで目視可能数字２１を読み取ることによっても商品コードを機械的に読み取
ることができる。
【００６２】
　本実施例にあって、バーコード本体２０の暗色平行バー１３ｂを構成する暗色モジュー
ル２ｂは、赤外光を反射する赤外光反射暗色モジュールと、赤外光を吸収する赤外光吸収
暗色モジュールとからなり、暗色平行バー１３ｂは、赤外光反射暗色モジュールによって
構成される赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと、赤外光吸収暗色モジュールによって構成
される赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂとからなる。図７において、灰色で示された平行
バーが赤外光反射暗色平行バー１３ｂａであり、黒色で示された平行バーが赤外光吸収暗
色平行バー１３ｂｂである。
【００６３】
　本実施例の光学コード１ｂは、実施例１と同様に、包装箱を構成する白色の紙基材１０
の表面に黒色インキで印刷を施すことにより作成される。具体的には、図３（ａ）に示す
ように、黒色インキ１１ａ，１１ｂを印刷せず、紙基材１０の表面が露出する部分が、可
視光の反射率が高い明色モジュール２ａとなり、黒色インキ１１ａ，１１ｂが印刷された
部分が、可視光の反射率が低い暗色モジュール２ｂとなる。黒色インキ１１ａ，１１ｂは
、赤外光を透過する赤外光透過黒色インキ１１ａと、赤外光を吸収する赤外光吸収黒色イ
ンキ１１ｂの二種類が用いられる。紙基材１０は、可視光及び赤外光の反射率が高いもの
であり、図３（ｂ）に示すように、赤外光透過黒色インキ１１ａの層が印刷によって形成
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された部分は、赤外光がインキ１１ａを透過して紙基材１０で反射するため赤外光反射暗
色モジュール２ｂａとなる。一方、赤外光吸収黒色インキ１１ｂの層が印刷によって形成
された部分は、赤外光がインキ１１ｂに吸収されるため赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂ
となる。また、白色の余白部１７では、黒色インキ１１ａ，１１ｂを印刷せず、明色モジ
ュール２ａと同様に紙基材１０の表面が露出しており、目視可能数字２１は、赤外光吸収
黒色インキ１１ｂによって印刷される。なお、一般的に、白色の紙基材は赤外光の反射率
が高く、また、黒色染料インキは一般的に赤外光を透過し、黒色顔料インキは一般的に赤
外光を吸収するため、本実施例の光学コード１は、一般的な材料で作成可能である。
【００６４】
　本実施例の光学コード１ｂにも、データを記録する領域が二種類設けられている。一つ
は、上述のように、キャラクタ１６における明色平行バー１３ａと暗色平行バー１３ｂの
パターンによって１３桁の数字を記録する可視光記録領域である。もう一つは、バーコー
ド本体２０における、赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと赤外光吸収暗色平行バー１３ｂ
ｂのパターンによってデータを記録する赤外光記録領域である。
【００６５】
　赤外光記録領域について詳述すると、バーコード本体２０は、可視光記録領域に記録す
るデータに関わらず、３０本（制御部１８ａ～１８ｃに計６本＋キャラクタ１６に計２４
本）の暗色平行バー１３ｂを含んでいる。本実施例では、かかる３０本の暗色平行バー１
３ｂを、赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂのいずれか
で選択的に形成することにより、赤外光記録領域に３０ビットのデータを記録する。
【００６６】
　本実施例の光学コード１ｂでは、可視光記録領域に記録された商品コード以外の商品情
報（付加的商品情報）が、赤外光記録領域に記録される。具体的には、本実施例では、付
加的商品情報として商品の消費期限が記録される。より具体的には、本実施例では、消費
期限（２０１７年３月３１日）にチェックディジット「８」を付した「２０１７０３３１
８」を、３０ビットの２進数「001100000001011011111110010110」に変換して、赤外光反
射暗色平行バー１３ｂａと赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂのパターンとして記録させる
。図７に示すように、本実施例では、赤外光反射暗色平行バー１３ｂａが「０」を示し、
赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂが「１」を示しており、また、左方の暗色平行バー１３
ｂが上位ビット、右方の暗色平行バー１３ｂが下位ビットを示している。
【００６７】
　本実施例の光学コード１ｂは、例えば、以下のステップからなる作成方法によって、容
易に作成できる。
（１）記録データの準備
　可視光記録領域に記録するデータ（商品コード）と、赤外光記録領域に記録するデータ
（消費期限）を用意する。
（２）バーコード準拠データの作成
　ステップ（１）で準備した商品コードを記録するバーコードの情報を作成する。すなわ
ち、光学コード１ｂにおける明色平行バー１３ａと暗色平行バー１３ｂのパターンを決定
する。かかるステップは、公知のＥＡＮ／ＪＡＮシンボルの作成方法に則って実現できる
ため、詳細な説明は省略する。
（３）赤外光記録領域の記録データの作成
　消費期限からチェックディジットを計算して末尾に付加し、３０桁のバイナリデータに
変換する。
（４）赤外光反射暗色平行バーと赤外光吸収暗色平行バーの決定
　ステップ（３）で作成した３０桁のバイナリデータに基づいて、暗色平行バー１３ｂに
おける赤外光反射暗色モジュール２ｂａと赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂのパターンを
決定する。具体的には、ステップ（３）で作成した３０桁のバイナリデータの所定順位の
ビットが「０」である場合は、当該順位のビットに対応する位置の暗色モジュール２ｂを
赤外光反射暗色モジュール２ｂａと決定し、「１」である場合は赤外光吸収暗色平行バー
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１３ｂｂと決定する。なお、本実施例では、左方の暗色モジュール２ｂが、バイナリデー
タの上位ビットを表すように対応付けているが、どの位置の暗色平行バー１３ｂと、どの
順位のビットとを対応付けするかは、適宜決定可能である。
（５）印刷
　実施例１と同様にして、包装箱を構成する紙基材１０に、黒色インキ１１ａ，１１ｂで
光学コード１ｂを印刷する。
【００６８】
　本実施例の光学コード１ｂでは、ＥＡＮ／ＪＡＮシンボルの規格にしたがって、可視光
記録領域に商品コードが記録されているため、一般的なＥＡＮ／ＪＡＮシンボルの読取装
置によって、光学コード１ｂに記録された商品コードを読み取ることができる。したがっ
て、本実施例の光学コード１ｂが包装箱に付された食品は、流通過程における各段階で、
一般的なＥＡＮ／ＪＡＮシンボルの読取装置を使用して商品コードを読み取って、商品管
理を行うことができる。
【００６９】
　また、本実施例の光学コード１ｂは、専用読取装置を使用することで、可視光記録領域
に記録された商品コードと同時に、赤外光記録領域に記録された消費期限を読み取ること
ができる。本実施例の光学コード１ｂを読取可能な専用読取装置のハードウェア構成は、
実施例１で説明した専用読取装置と同じである。専用読取装置は、以下の手順によって、
商品コードと消費期限の読取作業を一度に実行する。
（１）可視光撮像処理
　光学コード１ｂの可視光の画像を撮像する。具体的には、赤外光フィルタを光路から外
し、可視光フィルタを光路に挿入した状態で光学コード１を撮像する。また、必要に応じ
て、照射部によって光学コード１ｂを可視光で照らす。
（２）赤外光撮像処理
　光学コード１ｂの赤外光の画像を撮像する。具体的には、可視光フィルタを光路から外
し、赤外光フィルタを光路に挿入した状態で光学コード１を撮像する。また、必要に応じ
て、照射部によって光学コード１ｂを赤外光で照らす。
（３）可視光反射特性識別処理
　可視光撮像処理で撮像した画像に基づいて、バーコード本体２０の位置を特定し、バー
コード本体２０における明色モジュール２ａと暗色モジュール２ｂの配列を識別する。か
かるステップは、公知のＥＡＮ／ＪＡＮシンボルの読取方法によって実現可能である。
（４）商品情報読取処理
　可視光反射特性識別処理での識別結果に基づいて、可視光記録領域に記録された商品コ
ードを復号する。かかるステップは、公知のＥＡＮ／ＪＡＮシンボルの読取方法によって
実現可能である。
（５）赤外光反射特性識別処理
　赤外光撮像処理で撮像した画像に基づいて、バーコード本体２０における、赤外光の反
射率の高いモジュール（明色モジュール２ａ及び赤外光反射暗色モジュール）と、赤外光
の反射率の低いモジュール（赤外光吸収暗色モジュール）の配列を識別する。そして、可
視光反射特性識別処理の識別結果と組み合わせることにより、バーコード本体２０に含ま
れる個々の暗色平行バー１３ｂが、赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと、赤外光吸収暗色
平行バー１３ｂｂのいずれであるかを識別する。
（６）赤外光記録領域読取処理
　赤外光反射特性識別処理の識別結果に基づいて、赤外光記録領域に記録された消費期限
を復号する。
【００７０】
　以上のように、本実施例の光学コード１ｂには、ＥＡＮ／ＪＡＮシンボルの規格に則っ
て、明色平行バー１３ａと暗色平行バー１３ｂのパターンによって商品コードが記録され
ており、ＥＡＮ／ＪＡＮシンボル用の読取装置によって商品コードを読取可能であるため
、ＥＡＮ／ＪＡＮシンボルとの互換性を確保することができる。そして、本発明の光学コ
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ードは、赤外光の反射率を測定して赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと赤外光吸収暗色平
行バー１３ｂｂのパターンを特定すれば、ＥＡＮ／ＪＡＮシンボルには記録し得ない付加
的商品情報（消費期限）を読み取ることができる。このため、本実施例の光学コード１ｂ
が包装箱に付された食品は、商品販売時にＰＯＳシステムに、光学コード１ｂに記録され
た商品コードと消費期限を同時に読み取らせることで、消費期限間際の商品や、消費期限
を経過した商品の販売を防止可能となる。また、本実施例の光学コード１ｂを使用すれば
、日常の消費期限管理を、商品の消費期限を目視確認せずに行うことが可能となる。
【実施例５】
【００７１】
　本実施例は、上記実施例４の構成を一部変更したものである。このため、実施例４と共
通する構成については、本文中で同一符号を付して、説明を省略する。
　本実施例の光学コードは、キャラクタ１６の暗色平行バー１３ｂに記録される付加的商
品情報の種類を、制御部１８ａ～１８ｃの暗色平行バー１３ｂに記録することを特徴とす
る。具体的には、本実施例では、赤外光記録領域に、商品の消費期限、賞味期限、ロット
番号などの複数種類の付加的商品情報が選択的に記録される。ここで、付加的商品情報は
、キャラクタ１６を構成する２４本の暗色平行バー１３ｂにおける、赤外光反射暗色平行
バー１３ｂａと赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂのパターンによって記録される。なお、
６桁の消費期限（西暦下２桁＋月２桁＋日２桁）であれば、２４ビットで十分に記録可能
である。そして、制御部１８ａ～１８ｃを構成する６本の暗色平行バー１３ｂは、両端の
２本が赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂで固定され、残り４本の暗色平行バー１３ｂにお
ける、赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂのパターンに
よって、キャラクタ１６の暗色平行バー１３ｂに記録された付加的商品情報の種類が記録
される。
【００７２】
　本実施例にあっては、バーコード本体２０の両端の暗色平行バー１３ｂが、赤外光吸収
暗色平行バー１３ｂｂに固定されるため、バーコード本体２０を赤外光で撮像した画像に
おいて、バーコード本体２０の両端を正確に特定できるという利点がある。また、本実施
例では、赤外光記録領域に、付加的商品情報と、当該付加的商品情報の種類を示す情報と
が記録されるため、商品管理用バーコードとしての利便性を一層向上させることができる
。
【実施例６】
【００７３】
　本実施例は、上記実施例４の構成を一部変更したものである。このため、実施例４と共
通する構成については、本文中で同一符号を付して、説明を省略する。
　本実施例の光学コードは、キャラクタ１６の暗色平行バー１３ｂに記録される付加的商
品情報の記録形式に関する情報を、制御部１８ａ～１８ｃの暗色平行バー１３ｂに記録す
ることを特徴とする。具体的には、本実施例では、制御部１８ａ～１８ｃの６本の暗色平
行バー１３ｂのうち、両端の２本が赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂで固定される。上述
のように赤外光で撮像した画像において、バーコード本体２０の両端を特定し易くするた
めである。そして、本実施例では、制御部１８ａ～１８ｃの残り４本の暗色平行バー１３
ｂにおける、赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂのパタ
ーンによって、キャラクタ１６の暗色平行バー１３ｂに記録される付加的商品情報の記録
形式に関する情報が記録される。
【００７４】
　付加的商品情報の記録形式について詳述すると、制御部１８ａ～１８ｃの、両端を除く
４本の暗色平行バー１３ｂを、左側から制御バーＣ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４とすると、制御
バーＣ１は、付加的商品情報の記録領域を示している。具体的には、制御バーＣ１が赤外
光吸収暗色平行バー１３ｂｂの場合は、キャラクタ１６の２４本の暗色平行バー１３ｂの
みに付加的商品情報が記録され、制御バーＣ１が赤外光反射暗色平行バー１３ｂａの場合
は、制御バーＣ２～Ｃ４に、付加的商品情報の記録形式が記録されず、制御バーＣ２～Ｃ
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４を含めた２７本の暗色平行バー１３ｂに付加的商品情報が記録される。制御バーＣ２は
、後述するマスク処理の有無を示している。制御バーＣ２が赤外光吸収暗色平行バー１３
ｂｂの場合はマスク処理されていない光学コードであり、制御バーＣ２が赤外光反射暗色
平行バー１３ｂａの場合は所定のマスクパターンでマスク処理されている光学コードであ
る。また、制御バーＣ３は、キャラクタ１６の暗色平行バー１３ｂに記録される付加的商
品情報が暗号化されているか否かを示している。制御バーＣ３が赤外光吸収暗色平行バー
１３ｂｂの場合は暗号化されていない光学コードであり、制御バーＣ３が赤外光反射暗色
平行バー１３ｂａの場合は暗号化された光学コードである。制御バーＣ４は、キャラクタ
１６の暗色平行バー１３ｂに、誤り訂正符号が含まれるか否かを示している。制御バーＣ
４が赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂの場合は「誤り訂正符号なし」を示し、制御バーＣ
４が赤外光反射暗色平行バー１３ｂａの場合は「誤り訂正符号あり」を示している。
【００７５】
　上述のように、本実施例の光学コードは、作成時に選択的にマスク処理が行われる。マ
スク処理は、赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂのパタ
ーンの読取精度を向上させるために行われる。具体的には、マスク処理の前段階で、キャ
ラクタ１６に含まれる赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと赤外光吸収暗色平行バー１３ｂ
ｂの一方が１５本以上（他方が９本以下）である場合には、キャラクタ１６に記録される
２４ビットのデータと、予め規定されたマスクパターン（例えば「01010101010110101010
1010」）とのＸＯＲ演算を行って、一部の暗色平行バー１３ｂａのパターンを、赤外光反
射暗色平行バー１３ｂａを赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂに、又は、赤外光吸収暗色平
行バー１３ｂｂを赤外光反射暗色平行バー１３ｂａに変更する。このように、本実施例で
は、赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂの本数に偏りが
生じる場合には、マスク処理を行って赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと赤外光吸収暗色
平行バー１３ｂｂの本数を平準化することにより、読取精度を向上させる。
【００７６】
　上述のように、本実施例の光学コードでは、作成時に付加的商品情報を暗号化すること
ができる。暗号化の方法としては、暗号化マスク処理、ビット位置交換、ビットシフトな
どの手法を単独又は組み合わせることが提案される。暗号化マスク処理は、記録情報（付
加的商品情報）と、秘匿化されたマスクパターンとのＸＯＲ演算を行う処理である。ビッ
ト位置交換とは、記録情報の予め指定された位置のビットの値を交換する処理であり、イ
ンターリーブの一つの実施手法である。ビットシフトでは、記録情報を右に１ビットシフ
トし、右端のビットは左端に移動させる処理である。例えば、マスク処理と、ビット位置
交換と、ビットシフトを組み合わせた暗号化を行う場合であれば、マスク処理におけるマ
スクパターンと、ビット位置交換の処理回数と、ビットシフトの処理回数とを含むデータ
を共通鍵として使用する。
【００７７】
　上述のように、本実施例の光学コードは、赤外光記録領域に誤り訂正符号を記録可能と
なっている。誤り訂正の対象は、可視光記録領域に記録される商品コードである。赤外光
記録領域に誤り訂正符号を記録する場合は、付加的商品情報は赤外光記録領域に記録され
ない。かかる構成のように、赤外光記録領域に誤り訂正符号を記録させた場合には、ＥＡ
Ｎ／ＪＡＮシンボル等の読取精度を向上させ、読取りに要する平均時間を大幅に短縮でき
る。
【００７８】
　本実施例の光学コードは、例えば、以下のステップからなる作成方法によって作成でき
る。
（１）記録データの準備
　可視光記録領域に記録するデータ（商品コード）と、赤外光記録領域に記録するデータ
（付加的商品情報）を用意する。
（２）バーコード準拠データの作成
　実施例４と同内容であるため説明を省略する。
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（３）赤外光記録領域の記録データの作成
　実施例４と同内容であるため説明を省略する。
（３ａ）誤り訂正符号の算出
　赤外光記録領域に誤り訂正符号を記録する場合は、誤り訂正符号の算出を行う。
（３ｂ）データの暗号化
　付加的商品情報を暗号化する場合は、データの暗号化を行う。
（４）赤外光反射暗色平行バーと赤外光吸収暗色平行バーの決定
　実施例４と同内容であるため説明を省略する。
（５）マスク処理
　ステップ（４）で決定した赤外光反射暗色モジュール２ｂａと赤外光吸収暗色モジュー
ル２ｂｂのパターンについて、一方のモジュールの本数が１５本以上である場合には、マ
スク処理を実行する。
（６）印刷
　実施例４と同内容であるため説明を省略する。
【実施例７】
【００７９】
　本実施例は、上記実施例４の構成を一部変更したものである。このため、実施例４と共
通する構成については、本文中で同一符号を付して、説明を省略する。
　本実施例は、１３桁の目視可能数字２１を、赤外光透過黒色インキ１１ａで形成した赤
外光反射数字と、赤外光吸収黒色インキ１１ｂで形成した赤外光吸収数字とで構成し、個
々の目視可能数字２１が、赤外光反射数字と赤外光吸収数字のいずれであるかのパターン
によって、１３ビットのデータを記録可能な拡張赤外光記録領域を設けたことを特徴とす
る。本実施例によれば、拡張赤外光記録領域に、赤外光記録領域と異なる種類の付加的商
品情報を記録可能となる。また、赤外光記録領域だけでは記録容量が足りない情報を、赤
外光記録領域と拡張赤外光記録領域とに分割して記録することも可能となる。
【００８０】
　本実施例の光学コードを可視光で撮像した画像においては、１３桁の数字全てが暗色（
黒色）となるため、ＯＣＲによって１３桁の数字を全て読み取ることができる。一方、本
実施例の光学コードを赤外光で撮像した画像においては、赤外光透過数字は背景と判別困
難となるため、ＯＣＲによって赤外光吸収数字だけが読み取られる。このため、拡張赤外
光記録領域に記録されるデータは、赤外光記録領域に記録されるデータと同様に、可視光
で撮像した画像と赤外光で撮像した画像に基づいて機械的に判別できる。
【実施例８】
【００８１】
　本実施例は、上記実施例４の構成を一部変更したものである。このため、実施例４と共
通する構成については、本文中及び図中で同一符号を付して、説明を省略する。
【００８２】
　本実施例では、赤外光反射暗色モジュール２ｂａにおける、赤外光の反射率を実施例４
よりも低下させたことを特徴とする。具体的には、本実施例では、赤外光反射暗色モジュ
ール２ｂａは、赤外光透過黒色インキ１１ａ単独で形成されるのでなく、赤外光透過黒色
インキ１１ａに、少量の赤外光吸収黒色インキ１１ｂを混合してなる、赤外光半透過黒色
インキ１１ｃで形成される。赤外光半透過黒色インキ１１ｃの層では、赤外光は完全には
透過せず、一部が吸収されて部分的に透過することとなるため、本実施例では、図８に示
すように、赤外光反射暗色モジュール２ｂａにおける赤外光の反射率は５０％程度となっ
ている。なお、赤外光反射暗色モジュール２ｂａは、可視光レベルでは黒色となり、可視
光の反射特性は赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂと同等である。
【００８３】
　本実施例の光学コードでは、赤外光の反射率が、明色モジュール２ａにおいて高く（７
５％以上）、赤外光反射暗色モジュール２ｂａにおいて５０％程度であり、赤外光吸収暗
色モジュール２ｂｂにおいて低く（２５％以下）となる。このように、本実施例では、明
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色モジュール２ａと、赤外光反射暗色モジュール２ｂａと、赤外光吸収暗色モジュール２
ｂｂの赤外光反射率が夫々相違しているため、赤外光の反射率を測定するだけで、明色モ
ジュール２ａと、赤外光反射暗色モジュール２ｂａと、赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂ
とを識別できる。
【００８４】
　本実施例の光学コードは、例えば、以下の専用読取装置を用いれば、可視光領域に記録
された商品コードと、赤外光記録領域に記録された付加的商品情報を一度に読み取ること
ができる。
　専用読取装置は、赤外光を検知可能な撮像素子を備えた撮像部と、赤外光を照射可能な
照射部と、画像の撮像及びデータ処理を制御する制御部と、各種情報を表示する表示部と
、データを外部出力する通信部とを備えている。かかる専用読取装置は、下記の処理を実
行することにより、可視光領域に記録された商品コードと、拡張可視光記録領域に記録さ
れた付加的商品情報を一度に読み取ることができる。
（１）赤外光撮像処理
　光学コードの赤外光の画像を撮像する。すなわち、照射部から光学コードに赤外光を照
射して、光学コードを反射した赤外光を撮像部で撮像する。
（２）閾値設定処理
　赤外光撮像処理で撮像した画像に含まれる複数の画素について、赤外光の強度の頻度分
布を測定し、赤外光の反射率が比較的高い画素と、赤外光の反射率が中程度の画素と、赤
外光の反射率が比較的低い画素の閾値を設定する。具体的には、本実施例の光学コードは
、赤外光の反射率が高い明色モジュール２ａと、赤外光の反射率が中程度の赤外光反射暗
色モジュール２ｂａと、赤外光の反射率が低い赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂの３種類
からなるため、赤外光の強度の頻度分布には、３つのピークが表れる。閾値処理では、か
かる３つのピークの間の谷の部分を閾値として設定する。
（３）赤外光反射特性識別処理
　閾値設定処理で設定した閾値を判定境界として、赤外光撮像処理で撮像した画像に基づ
いて、バーコード本体２０の位置を特定し、赤外光の反射率の高い明色モジュール２ａと
、赤外光の反射率が中程度の赤外光反射暗色モジュール２ｂａと、赤外光の反射率の低い
赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂの配列を識別する。そして、バーコード本体２０に含ま
れる明色平行バー１３ａと暗色平行バー１３ｂのパターンを識別するとともに、個々の暗
色平行バー１３ｂが、赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと、赤外光吸収暗色平行バー１３
ｂｂのいずれであるかを識別する。
（４）商品情報読取処理
　赤外光反射特性識別処理で識別した明色平行バー１３ａと暗色平行バー１３ｂのパター
ンに基づいて、可視光記録領域に記録された商品コードを復号する。かかるステップは、
公知のＥＡＮ／ＪＡＮシンボルの読取方法によって実現可能である。
（５）赤外光記録領域読取処理
　赤外光反射特性識別処理で識別した赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと、赤外光吸収暗
色平行バー１３ｂｂのパターンに基づいて、赤外光記録領域に記録された付加的商品情報
を復号する。
【００８５】
　このように、本実施例の光学コードは、各モジュールについて赤外光の反射率を測定す
るだけで、可視光の反射率を測定することなく、可視光記録領域に記録された商品コード
と、赤外光記録領域に記録された付加的商品情報とを読み取ることが可能となる。なお、
本実施例の光学コードは、赤外光反射暗色モジュール２ｂａの印刷を赤外光透過黒色イン
キ１１ａに替えて赤外光半透過黒色インキ１１ｃを使用する以外は、実施例４の光学コー
ド１ｂと同様の作成方法によって作成できる。また、本実施例に係る赤外光反射暗色モジ
ュール２ｂａは、赤外光半透過黒色インキ１１ｃによる印刷に替えて、赤外光透過黒色イ
ンキ１１ａと、少量の赤外光吸収黒色インキ１１ｂの重ね印刷によって形成してもかまわ
ない。
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【実施例９】
【００８６】
　本実施例は、上記実施例４の構成を一部変更したものである。このため、実施例４と共
通する構成については、本文中で同一符号を付して、説明を省略する。
　上記実施例４の光学コード１ｂが、暗色モジュール２ｂが、可視光の反射特性が同等で
、赤外光の反射特性の相違する２種類の暗色モジュール２ｂａ，２ｂｂで構成されるのに
対して、本実施例の光学コードは、暗色モジュール２ｂが、可視光の反射特性の相違する
２種類のモジュールで構成される。具体的には、本実施例では、暗色モジュール２ｂが、
黒色を呈する黒色モジュールと、青色を呈する青色モジュールとで構成され、暗色平行バ
ー１３ｂが、黒色モジュールからなる黒色平行バーと、青色モジュールからなる青色平行
バーとで構成される。そして、本実施例では、上記実施例４の赤外光記録領域に替えて、
各暗色平行バー１３ｂが、黒色平行バーと青色平行バーのいずれであるかによってデータ
を記録可能な拡張可視光記録領域が設けられ、該拡張可視光記録領域に付加的商品情報が
記録される。
【００８７】
　本実施例の光学コードは、例えば、包装箱を構成する白色の紙基材１０の表面に黒色イ
ンキと青色インキで印刷を施すことにより作成され得る。すなわち、黒色インキと青色イ
ンキを印刷せず、紙基材の表面が露出する部分が、可視光の反射率が高い明色モジュール
２ａ（明色平行バー）となり、黒色インキが印刷された部分が黒色モジュール（黒色平行
バー）に、青色インキが印刷された部分が青色モジュール（青色平行バー）となる。した
がって、本実施例の光学コードは、一般的な材料で作成可能である。
【００８８】
　本実施例の光学コードは、一般的なＥＡＮ／ＪＡＮシンボルの読取装置によって、可視
光記録領域に記録された商品コードを読み取ることができる。一般的なＥＡＮ／ＪＡＮシ
ンボルの読取装置では、青色モジュールは、暗色モジュールと識別されるためである。一
方で、本実施例の光学コードは、可視光で撮像した画像において、黒色モジュールと青色
モジュールを識別できるため、専用の読取プログラムをインストールしたスマートフォン
などで、拡張可視光記録領域に記録された付加的商品情報を読み取ることができる。この
ため、本実施例の光学コードであれば、付加的商品情報を読み取るための読取装置を容易
に普及させることができる。
【００８９】
　例えば、本実施例の光学コードは、専用の読取プログラムをインストールしたスマート
フォンに、下記の処理を実行させることにより、可視光領域に記録された商品コードと、
拡張可視光記録領域に記録された付加的商品情報を一度に読み取ることができる。
（１）可視光撮像処理
　光学コード１ｂの可視光の画像を撮像する。すなわち、白色照明又はそれに近い具体的
には、ＲＧＢ値を得る。赤外光フィルタを光路から外し、可視光フィルタを光路に挿入し
た状態で光学コード１を撮像する。また、必要に応じて、照射部によって光学コード１ｂ
を可視光で照らす。
（２）明暗識別処理
　可視光撮像処理で撮像した画像に含まれる複数の画素について、明度の頻度分布を測定
する。そして、当該頻度分布に表れる２つのピークの間の谷の部分を、可視光の反射率が
相対的に高い明色画素と、可視光の反射率が相対的に低い暗色画素との閾値として設定す
る。そして、当該閾値に基づいて、可視光撮像処理で撮像した画像に含まれる各画素を、
明色画素と暗色画素に分類する。そして、明色画素と暗色画素との分布に基づいてバーコ
ード本体２０の位置を特定し、さらに、バーコード本体２０における明色モジュール２ａ
と暗色モジュール２ｂの配列を識別する。かかるステップは、公知のＥＡＮ／ＪＡＮシン
ボルの読取方法によって実現可能である。
（３）商品情報読取処理
　明暗識別処理で識別した明色平行バー１３ａと暗色平行バー１３ｂのパターンに基づい
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て、可視光記録領域に記録された商品コードを復号する。かかるステップは、公知のＥＡ
Ｎ／ＪＡＮシンボルの読取方法によって実現可能である。
（４）青色光反射特性識別処理
　可視光撮像処理で撮像した画像に含まれる複数の画素について、青色光成分（ＲＧＢ値
のＢ値）の強度の頻度分布を測定する。そして、当該頻度分布に表れる２つのピークの間
の谷の部分を、青色光の反射率の相対的に高い青色光反射画素と、青色光の反射率が相対
的に低い青色光吸収画素との閾値として設定する。そして、当該閾値に基づいて、青色光
撮像処理で撮像した画像に含まれる各画素を、青色光反射画素と青色光吸収画素に分類す
る。かかる処理においては、基本的に、黒色モジュールに対応する画素は青色光吸収画素
に分類され、明色モジュール及び青色モジュールに対応する画素は青色光反射画素に分類
される。そして、明暗識別処理で識別した各暗色モジュール２ｂに含まれる画素について
、青色光反射画素と青色光吸収画素のいずれで構成されているかを判別することにより、
バーコード本体２０における黒色モジュールと青色モジュールの配列を識別し、バーコー
ド本体２０に含まれる個々の暗色平行バー１３ｂが、黒色平行バーと青色平行バーのいず
れであるかを識別する。
（５）赤外光記録領域読取処理
　赤色光反射特性識別処理の識別結果に基づいて、拡張可視光記録領域に記録された付加
的商品情報を復号する。
【実施例１０】
【００９０】
　本実施例は、上記実施例４の光学コード１ｂについて、可視光記録領域の商品コードと
、赤外光記録領域の付加的商品情報を一度に読取可能な専用読取装置の別例である。
　本実施例の専用読取装置は、可視光及び赤外光を照射可能な照射部と、可視光及び赤外
光を検知可能な撮像素子を備えた撮像部と、前記撮像部の撮像領域の一部領域（高さ方向
の中央部）で反射する光について、可視光を遮断し、赤外光を透過させた後に、前記撮像
部に受光させ、かつ、前記撮像領域の前記一部領域以外を反射する光について、可視光を
遮断せずに前記撮像部に受光させるよう配設された不可視光部分フィルタと、画像の撮像
及びデータ処理を制御する制御部と、各種情報を表示する表示部と、データを外部出力す
る通信部とを備えている。
【００９１】
　詳述すると、撮像部は、照射部が光学コード１ｂに照射した光が反射してなす反射光に
より光学コードの画像を撮像可能なものであり、可視光が反射してなす反射光の撮像画像
から得られるモジュールのパターンに基づいて、情報を読み取り可能な可視光記録データ
読取部と、赤外光が反射してなす反射光の撮像画像から得られるモジュールのパターンに
基づいて、情報を読み取り可能な不可視光記録データ読取部とを備えている。不可視光部
分フィルタは、レンズと撮像部の撮像素子の間の光路に配設される。不可視光部分フィル
タは、図９に示すように、撮像部が撮像する矩形状の撮像領域２４のうち、高さ方向の中
央部を横断するスリット状の領域を、可視光を遮断する可視光遮断領域２５とするもので
ある。すなわち、可視光遮断領域２５で反射した光は、不可視光部分フィルタによって、
可視光が遮断された後に撮像部の撮像素子で受光される。また、不可視光部分フィルタは
、可視光遮断領域２５を除く領域の反射光については、赤外光を遮断し、可視光のみを透
過させる。
【００９２】
　また、専用読取装置は、撮像領域２４の高さ方向の中央部を横断するように赤色レーザ
ー光を照射可能なガイドライン投光部を備えている。かかるガイドライン投光部は、光学
コード１ｂの撮像時に可視光遮断領域２５の位置を確認するためのものである。
【００９３】
　本実施例の専用読取装置は、以下の手順によって、商品コードと付加的商品情報の読取
作業を一度に実行する。
（１）撮像処理
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　照射部から赤外光と可視光を照射し、かつ、ガイドライン投光部から赤色レーザー光を
照射した状態で、光学コード１ｂの画像を撮像する。この時、図９（ａ）に示すように、
ガイドライン投光部から照射された赤色レーザー光２７が、バーコード本体２０の高さ方
向の中央部を横断するように撮像領域２４を位置合わせする。
（２）画像分割処理
　画像分割処理では、撮像処理で撮像された画像２６を、可視光遮断領域２５の画像と、
可視光遮断領域２５を除く領域の画像とに分割する。図９（ｂ）に示すように、上記撮像
処理で撮像した画像２６では、可視光遮断領域２５は、可視光の反射光が遮断されている
ため、赤外光で撮像された画像となる。一方、可視光遮断領域２５を除く領域については
、赤外光の反射光が遮断されるため可視光で撮像された画像となる。撮像処理では、可視
光遮断領域２５が、バーコード本体２０を横断するように撮像するため、撮像処理で得ら
れた画像２６では、可視光遮断領域２５からバーコード本体２０を赤外光の反射光を撮像
した画像が得られ、可視光遮断領域２５の上下の領域からバーコード本体２０を可視光の
反射光で撮像した画像が得られるためである。
（３）可視光反射特性識別処理
　撮像処理で撮像した可視光遮断領域２５を除く領域の画像に基づいて、バーコード本体
２０の位置を特定し、バーコード本体２０における明色モジュール２ａと暗色モジュール
２ｂの配列を識別する。かかるステップは、公知のＥＡＮ／ＪＡＮシンボルの読取方法に
よって実現可能である。
（４）商品情報読取処理
　可視光反射特性識別処理での識別結果に基づいて、可視光記録領域に記録された商品コ
ードを復号する。かかるステップは、公知のＥＡＮ／ＪＡＮシンボルの読取方法によって
実現可能である。
（５）赤外光反射特性識別処理
　撮像処理で撮像した可視光遮断領域２５の画像に基づいて、バーコード本体２０におけ
る、赤外光の反射率の高いモジュールと、赤外光の反射率の低いモジュールの配列を識別
する。そして、可視光反射特性識別処理の識別結果と組み合わせることにより、バーコー
ド本体２０に含まれる個々の暗色平行バー１３ｂが、赤外光反射暗色平行バー１３ｂａと
、赤外光吸収暗色平行バー１３ｂｂのいずれであるかを識別する。
（６）赤外光記録領域読取処理
　赤外光反射特性識別処理の識別結果に基づいて、赤外光記録領域に記録された消費期限
を復号する。
【００９４】
　以上のように、本実施例の専用読取装置によれば、実施例４の光学コード１ｂを一度撮
像するだけで、明色モジュール２ａと、赤外光反射暗色モジュールと、赤外光吸収暗色モ
ジュールの配列を識別して、可視光記録領域の商品コードと、赤外光記録領域の付加的商
品情報を一度に読み取ることができる。
【実施例１１】
【００９５】
　本実施例は、上記実施例１０の専用読取装置の構成を一部変更したものである。なお、
実施例１０と共通する構成については、本文及び図中で共通符号を付して詳細な説明を省
略する。
　本実施例は、不可視光部分フィルタを照射部に配設して、撮像領域２４を反射した光で
なく、照射部からの照射光を不可視光部分フィルタによって遮断することを特徴とする。
具体的には、不可視光部分フィルタは、照射部から撮像領域２４に照射される可視光及び
赤外光について、可視光遮断領域２５に照射する光については、可視光を遮断して、赤外
光を透過させる。また、可視光遮断領域２５以外に照射する光については、可視光を透過
させ、赤外光を遮断する。
【００９６】
　本実施例の専用読取装置では、照射部から可視光遮断領域２５へ可視光が照射されず、
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可視光遮断領域２５の周囲には可視光が照射されるため、図１０（ａ）に示すように、光
学コード１ｂを撮像する際に、可視光遮断領域２５が暗く視認される。このように、本実
施例の専用読取装置では、可視光の明暗によって、可視光遮断領域２５の位置を確認でき
る。
【００９７】
　本実施例の専用読取装置は、実施例１０の専用読取装置と同様の手順によって、商品コ
ードと付加的商品情報の読取作業を一度に実行することができる。図１０（ａ）に示すよ
うに、可視光遮断領域２５がバーコード本体２０の高さ方向の中央部を横断するように撮
像領域２４を位置合わせして光学コード１ｂの画像を撮像すれば、図１０（ｂ）に示すよ
うに、実施例１０の上記撮像処理と同様の画像（図９（ｂ）参照）が得られるためである
。
【実施例１２】
【００９８】
　本実施例は、上記実施例４の構成を一部変更したものである。このため、実施例４と共
通する構成については、図中で同一符号を付して、説明を省略する。
　本実施例の光学コード１ｃは、図１１に示すように、明色平行バー１３ａ及び暗色平行
バー１３ｂの配列が、読取方向（左右方向）に沿って上下二列に配置されたモジュール列
３０ａ，３０ｂからなることを特徴とする。具体的には、本実施例では、上半分が赤外光
反射暗色モジュール２ｂａで、下半分が赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂで構成された暗
色平行バー１３ｂや、下半分が赤外光反射暗色モジュール２ｂａで、上半分が赤外光吸収
暗色モジュール２ｂｂで構成された暗色平行バー１３ｂが配列されており、上段のモジュ
ール列３０ａと下段のモジュール列３０ｂで、赤外光反射暗色モジュール２ｂａと赤外光
吸収暗色モジュール２ｂｂのパターンが相違している。
【００９９】
　本実施例の光学コード１ｃは、上段のモジュール列３０ａにおける赤外光反射暗色モジ
ュール２ｂａと赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂのパターンによってデータを記録する第
一の赤外光記録領域と、下段のモジュール列３０ｂにおける赤外光反射暗色モジュール２
ｂａと赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂのパターンによってデータを記録する第二の赤外
光記録領域を備えている。このため、本実施例の光学コード１ｃは、実施例４の光学コー
ド１ｂに比べて、多くの付加的商品情報を記録できるという利点がある。
【０１００】
　ここで、本実施例の光学コード１ｃでは、バーコード本体２０の右端から２本目の暗色
平行バーＣ４は、赤外光記録領域に記録するデータに関わらず、下半分が赤外光反射暗色
モジュール２ｂａで、上半分が赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂで常に構成される。かか
る暗色平行バーＣ４は、バーコード本体２０の光学的読取りを補助するためのものであり
、予め暗色モジュール２ｂとなることが定められた部位である。このため、本実施例では
、モジュール列３０ａ，３０ｂの赤外光の反射率を測定する際に、暗色平行バーＣ４に相
当する位置の暗色モジュール２ｂが、赤外光反射暗色モジュール２ｂａと赤外光吸収暗色
モジュール２ｂｂのいずれであるかを判定することで、上段のモジュール列３０ａと下段
のモジュール列３０ｂを混同せずに区別できるという利点がある。
【実施例１３】
【０１０１】
　本実施例は、上記実施例１の光学コード１の赤外光記録領域に記録されたデータを、ス
マートフォンで読取可能とするための読取補助装置である。
　一般的に、スマートフォンのカメラの撮像素子は、可視光領域だけでなく、赤外光領域
にも感度を有している。このため、上記光学コード１について、可視光の反射光を遮断し
て、赤外光の反射光のみをスマートフォンのカメラで撮像すれば、スマートフォンのカメ
ラで撮像した画像でも、光学コード１の各モジュール２について、赤外光の反射率の高低
を識別できる。本実施例の読取補助装置は、スマートフォンに、かかる環境での撮像を可
能とし、スマートフォンを、光学コード１の赤外光記録領域に記録されたデータを読取可
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能な読取装置として使用可能とするものである。
【０１０２】
　本実施例の読取補助装置３９は、図１２，１３に示すように、筐体４０を具備してなる
。筐体４０は、天板４１と側壁４２とからなる立方体形状をなしており、底部は開口部４
３となっている。筐体４０の内部には、電源としての電池４４と、白色光と赤外光を選択
的に照射可能な照明部４６と、該照明部４６を制御する制御部４７とが収容されている。
照明部４６は、白色光を照射する白色ＬＥＤ４８と赤外光を照射する赤外光ＬＥＤ４９を
基板５０に実装してなるものであり、筐体４０の底部の方向に白色光又は赤外光を照射す
るよう配置されている。
【０１０３】
　図１２，１３に示すように、天板４１の中央部には、スマートフォンＰの背面カメラで
筐体４０の底部に配置された光学コード１を撮像するためのカメラ用開口部５１が形成さ
れる。カメラ用開口部５１は、背面カメラのレンズＱより一回り大きい径を有する貫通孔
である。また、天板４１には、カメラ用開口部５１の周囲に、平面視Ｌ字状をなす照明用
開口部５２が形成される。照明用開口部５２には、内部で光（可視光）を拡散させる導光
パネル５３が嵌め込まれており。照明用開口部５２の直下には、照明用開口部５２を透過
して導光パネル５３で拡散した可視光を検知可能な受光センサ５４が配設される。また、
天板４１には、スマートフォンＰの乗載を検知するための動作センサ５５が設けられる。
動作センサ５５は感圧式スイッチであり、スマートフォンＰが天板４１に載せられている
間は、スマートフォンＰの重みにより動作センサ５５がＯＮとなる。
【０１０４】
　制御部４７は、動作センサ５５がＯＦＦの状態、すなわち、スマートフォンＰが天板４
１に載せられていない状態では、照明部４６が白色光及び赤外光を照射しないよう制御す
る。一方、制御部４７は、動作センサ５５がＯＮの状態、すなわち、スマートフォンＰが
天板４１に載せられている状態では、受光センサ５４の検知状態に応じて照明部４６に白
色光と赤外光のいずれか一方を選択的に照射させる。具体的には、制御部４７は、動作セ
ンサ５５がＯＮであり、かつ、受光センサ５４が光を検知している場合には、照明部４６
に白色光のみを照射させ、動作センサ５５がＯＮであり、かつ、受光センサ５４が光を検
知していない場合には、照明部４６に赤外光のみを照射させる。
【０１０５】
　以下に、光学コード１の可視光記録領域と赤外光記録領域に記録されたデータを、読取
補助装置３９を用いてスマートフォンＰで読み取る方法について説明する。なお、（５）
～（９）の処理は、実施例１で説明した同名の処理と同様の内容をスマートフォンＰで実
行するだけであるため、詳細な説明は省略する。
（１）光学コードの配置
　図１３に示すように、光学コード１が付された薬剤の包装箱を、光学コード１を上向き
にして筐体４０の底部に配置する。
（２）スマートフォンの設置
　図１２，１３に示すように、スマートフォンＰを天板４１の上に載せる。この時、スマ
ートフォンＰの背面側カメラのレンズＱが、天板４１のカメラ用開口部５１の真上に位置
し、かつ、レンズＱの周囲に配設されたＬＥＤライトＲが、照明用開口部５２の真上に位
置するようにスマートフォンＰを位置合わせする。なお、この時点では、スマートフォン
ＰのＬＥＤライトＲは消灯させておく。
（３）赤外光撮像処理
　天板４１に載せたスマートフォンＰの背面カメラで、カメラ用開口部５１を介して底部
の光学コード１を撮像する。この時、動作センサ５５はＯＮであり、また、スマートフォ
ンＰのＬＥＤライトＲは消灯しており、照明用開口部５２から光が進入していないため、
照明部４６から底部の光学コード１に向けて赤外光が照射されている。すなわち、かかる
赤外光撮像処理では、光学コード１を赤外光で撮像した画像が得られる。
（４）可視光撮像処理
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　天板４１に載せたスマートフォンＰのＬＥＤライトＲを点灯状態に切り替えた後に、背
面カメラで、カメラ用開口部５１を介して底部の光学コード１を撮像する。この時、動作
センサ５５はＯＮであり、また、ＬＥＤライトＲが照射する白色光が照明用開口部５２か
ら進入して受光センサ５４で検知されるため、照明部４６から底部の光学コード１に向け
て白色光が照射されている。すなわち、かかる可視光撮像処理では、光学コード１を可視
光で撮像した画像が得られる。
（５）可視光反射特性識別処理
（６）商品情報読取処理
（７）赤外光反射特性識別処理
（８）真贋判定処理
（９）結果出力処理
【０１０６】
　このように、本実施例の読取補助装置３９とスマートフォンＰを用いれば、光学コード
１を可視光で撮像した画像と、赤外光で撮像した画像を得ることができるため、上記実施
例１の光学コード１の可視光記録領域と赤外光記録領域に記録されたデータを、専用の読
取装置を使用するよりも低廉に読取可能となる。なお、本実施例では、可視光撮像処理の
際に、読取補助装置３９の筐体４０に配設された照明部４６から光学コード１に白色光を
照射しているが、照明部４６からの白色光の照射に替えて、スマートフォンＰのＬＥＤラ
イトＲの白色光で光学コード１を照らすようにしても良い。
【０１０７】
　なお、本発明の光学コードは、本発明の趣旨の範囲内で、上記実施例の構成を適宜変更
することができる。例えば、上記実施例の光学コードでは、明色モジュールと暗色モジュ
ールのパターンがＱＲコードの規格に準拠しているが、本発明の光学コードに係る明色モ
ジュールと暗色モジュールのパターンは、ＱＲコード以外の光学コードの規格に準拠して
いてもよい。具体的には、データマトリックス等のマトリックス型二次元コードや、ＰＤ
Ｆ４１７等のスタック型二次元コード、バーコード（ＥＡＮ／ＪＡＮシンボル）などの規
格に準拠させることが提案される。
【０１０８】
　また、上記実施例の光学コードは、薬剤の包装箱に付されるものであるが、本発明の光
学コードは、包装箱に限らず、包装箱内部の個包装に付してもよいし、商品タグや商品本
体に付してもよい。また、商品単品の包装に限らず、商品を複数個収容した段ボールやパ
レット、コンテナなどに付してもよい。また、光学コードを付する対象商品は薬剤に限ら
れず、薬剤に限らず様々な商品に使用可能である。具体的には、鞄や財布などの高級ブラ
ンド品や、チケット、金券などが挙げられる。また、上記実施例では、光学コードを薬剤
の包装箱に直接印刷しているが、包装箱とは別のシートに光学コードを印刷して、包装箱
に貼付するようにしてもよい。
【０１０９】
　また、上記実施例の光学コードでは、個々の暗色モジュールが一種類のインキの層で形
成されているが、一つの暗色モジュールを複数種類のインキの層によって形成してもかま
わない。なお、暗色モジュールを形成するインキの層は、黒色系のインキに限らず、プロ
セスインキ等であってもよい。また、暗色モジュールは、印刷インキに限らず、トナーイ
ンキ等によって形成することもできる。また、インキの層は、紙基材の表側に積層されて
いてもよいし、紙基材に表面に染み込んでいてもよい。
【０１１０】
　また、上記実施例では、本発明に係る第一のモジュール（赤外光反射暗色モジュール２
ｂａ）と第二のモジュール（赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂ）は、暗色モジュール２ｂ
に含まれており、いずれも黒色を呈しているが、本発明に係る第一のモジュールと第二の
モジュールは、黒色以外の色を採用してもよい。なお、第一のモジュールと第二のモジュ
ールの色は、完全に一致させる必要はないが、目視で識別が困難な程度に、可視光の反射
特性が同等であることが好ましい。
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　また、上記実施例では、本発明に係る第一のモジュール（赤外光反射暗色モジュール２
ｂａ）と第二のモジュール（赤外光吸収暗色モジュール２ｂｂ）は、いずれも暗色モジュ
ール２ｂに含まれているが、本発明に係る第一のモジュールと第二のモジュールは、明色
モジュールに含まれていてもかまわない。
【０１１２】
　また、上記実施例では、本発明に係る所定波長の光として主に１０００ｎｍの赤外光を
採用しているが、赤外光に替えて、紫外光を採用してもよい。
【０１１３】
　また、上記実施例の光学コードは、本発明に係る第二のデータとして、光学コードの複
写物を検知するための正規品識別コードや、商品コード以外の付加的商品情報を記録して
いるが、本発明に係る第二のデータは、これらに限定されるものではない。例えば、上記
実施例４のように、食品の包装箱に付される商品管理用の光学コードであれば、第二のデ
ータとして、赤外光記録領域に、懸賞の当落情報を記録するようにしてもよい。かかる構
成とすれば、消費者は商品を購入したとき、販売店のＰＯＳシステムで精算処理をする中
で、懸賞の当落が判明し、その結果に応じた利益を享受できる。消費者が販売店に住所、
氏名などを登録してあれば、ＰＯＳシステムからメーカに情報提供し、景品の発送を受け
ることも可能である。懸賞の当落情報としては、当落の結果データ、例えば当選、落選の
区別や、１等、２等など当選のレベルを記録することが挙げられる。また、抽選番号を記
録しておき、ＰＯＳシステムで予め通知された当選番号と比較して、当選の有無や当選の
レベルを決定することも提案される。抽選番号は、製造シリアル番号を兼用することも可
能である
【符号の説明】
【０１１４】
　　１，１ａ，１ｂ，１ｃ　光学コード
　　２　モジュール
　　２ａ　明色モジュール
　　２ｂ　暗色モジュール
　　２ｂａ　赤外光反射暗色モジュール（第一のモジュール）
　　２ｂａａ　第一赤外光反射暗色モジュール
　　２ｂａｂ　第二赤外光反射暗色モジュール
　　２ｂｂ　赤外光吸収暗色モジュール（第二のモジュール）
　　３　機能パターン
　　４　符号化領域
　　５　位置検出パターン
　１０　紙基材（明色ベース層）
　１１ａ　赤外光透過黒色インキ
　１１ｂ　赤外光吸収黒色インキ
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